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器
名　

晉
侯
蘇
鐘

時
代　

西
周
晩
期
（
厲
王
あ
る
い
は
宣
王
）

出
土北

趙
晉
侯
墓
地
は
山
西
省
曲
沃
縣
曲
村
鎭
北
趙
村
西
南
に
位
置
し
、
天
馬
―
曲

村
遺
址
の
一
部
で
あ
る
。
晉
侯
墓
地
を
除
く
天
馬
―
曲
村
遺
址
の
發
掘
は

一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
八
九
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
が
、
一
九
九
一
年
以
後
晉
侯

墓
地
で
の
盜
掘
が
相
次
い
だ
の
を
承
け
、
一
九
九
二
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け

て
北
京
大
學
考
古
系
・
山
西
省
考
古
硏
究
所
に
よ
り
、
六
次
に
わ
た
っ
て
發
掘
が

行
わ
れ
て
い
る
。

本
器
は
本
來
す
べ
て
晉
侯
墓
地
八
號
墓
の
副
葬
品
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、

全
一
六
件
の
う
ち
第
一
〜
一
四
鐘
が
盜
掘
に
よ
っ
て
香
港
に
流
出
し
、
一
九
九
二

年
一
二
月
に
上
海
博
物
館
に
よ
っ
て
買
い
取
ら
れ
た
。
殘
る
第
一
五
・
一
六
鐘
に

つ
い
て
は
、
八
號
墓
の
盜
掘
を
承
け
て
一
九
九
二
年
一
〇
月
か
ら
一
九
九
三
年
一

月
に
か
け
て
の
第
二
次
發
掘
に
よ
っ
て
八
號
墓
よ
り
發
掘
さ
れ
た
。
第
一
〜
一
四

鐘
の
上
海
博
物
館
へ
の
入
藏
の
經
緯
に
つ
い
て
は
②
馬
承
源
を
、
八
號
墓
の
發
掘

に
つ
い
て
は
①
北
京
大
學
考
古
系
等
を
參
照
。
晉
侯
蘇
鐘
の
發
見
や
上
海
博
物
館

へ
の
入
藏
の
經
緯
に
つ
い
て
ま
と
め
た
日
本
語
の
文
獻
と
し
て
は
、
岳
南
著
、
朱

建
榮
・
加
藤
優
子
譯
『
夏
王
朝
は
幻
で
は
な
か
っ
た
―
一
二
〇
〇
年
遡
っ
た
中
國

文
明
史
の
起
源
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
五
年
。
原
題
『
千
年
學
案
―
夏
商
周
斷
代

工
程
紀
實
』、
浙
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。

收
藏　

上
海
博
物
館
（
第
一
〜
一
四
鐘
）、
山
西
博
物
院
（
第
一
五
〜
一
六
鐘
）

著
錄

①
北
京
大
學
考
古
系
・
山
西
省
考
古
硏
究
所
「
天
馬
―
曲
村
遺
址
北
趙
晉
侯
墓
地

第
二
次
發
掘
」（『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
一
期
）

②
馬
承
源
「
晉
侯
𩵦
編
鐘
」（『
上
海
博
物
館
集
刊
』
第
七
期
、
一
九
九
六
年
。
後

に
上
海
博
物
館
編
『
晉
侯
墓
地
出
土
靑
銅
器
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
上

海
書
畫
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
及
び
馬
承
源
『
中
國
靑
銅
器
硏
究
』、
上
海
古

籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
に
收
錄
）

③
黄
錫
全
「
晉
侯
蘇
編
鐘
幾
處
地
名
試
探
」（『
江
漢
考
古
』
一
九
九
七
年
第
四
期
。

後
に
『
古
文
字
論
叢
』、
藝
文
印
書
館
、
一
九
九
九
年
に
收
錄
）

金
文
通
解

晉
侯
蘇
鐘

佐　
　

藤　
　

信　
　

弥



晉
侯
蘇
鐘

五
四

④
上
海
博
物
館
編
『
晉
國
奇
珍
―
山
西
晉
侯
墓
群
出
土
文
物
精
品
』（
上
海
人
民

美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

⑤
陳
佩
芬
編
『
夏
商
周
靑
銅
器
硏
究
―
上
海
博
物
館
藏
品
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
四
年
）、
西
周
篇427

⑥
張
桂
光
主
編
『
商
周
金
文
模
釋
總
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）、
第
七
册
、

1841

〜1844

頁

⑦
高
澤
浩
一
編
『
近
出
殷
周
金
文
考
釋
』
第
二
集
（
硏
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

近
出35

〜50

新
收870

〜885

呉
鎭
烽15298

〜15313

主
要
な
も
の
の
み
こ
こ
に
擧
げ
る
。
①
は
第
一
五
・
一
六
鐘
の
初
出
、
③
と
⑥

は
銘
文
の
模
本
を
揭
載
。

著
錄
等
略
稱

集
成　

中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
』（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
七
年
修
訂
增
補
本
）

近
出　

劉
雨
・
盧
岩
編
『
近
出
殷
周
金
文
集
錄
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）

新
收　

鍾
柏
生
等
編
『
新
收
殷
周
靑
銅
器
銘
文
曁
器
影
彙
編
』（
藝
文
印
書
館
、

二
〇
〇
六
年
）

近
出
二　

劉
雨
・
盧
岩
編
『
近
出
殷
周
金
文
集
錄
二
編
』（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
九
年
）

呉
鎭
烽　

呉
鎭
烽
編
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
暨
圖
像
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
）

金
文
編　

容
庚
編
著
、
張
振
林
・
馬
國
權
模
補
『
金
文
編
』
第
四
版
（
中
華
書
局
、

一
九
八
五
年
）

考
釋本

稿
で
引
用
・
參
照
し
た
も
の
の
み
こ
こ
に
擧
げ
る
。
本
器
に
關
す
る
す
べ
て

の
硏
究
を
擧
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
特
に
斷
っ
て
お
く
。

⑧
鄒
衡
「
論
早
期
晉
都
」（『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
一
期
。
後
に
上
海
博
物
館
編

『
晉
侯
墓
地
出
土
靑
銅
器
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
上
海
書
畫
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
に
收
錄
）

⑨
李
學
勤
「
晉
侯
蘇
編
鐘
的
時
・
地
・
人
」（『
中
國
文
物
報
』
一
九
九
六
年
一
二

月
一
日
。
後
に
『
夏
商
周
年
代
學
札
記
』、
遼
寧
大
學
出
版
社
、
一
九
九
九
年

に
收
錄
）

⑩
王
世
民
・
李
學
勤
・
陳
久
金
・
張
聞
玉
・
張
培
瑜
・
高
至
喜
・
裘
錫
圭
「
晉
侯

蘇
鐘
筆
談
」（『
文
物
』
一
九
九
七
年
第
三
期
）

⑪
馮
時
「
晉
侯
穌
鐘
與
西
周
暦
法
」（『
考
古
學
報
』
一
九
九
七
年
第
四
期
）

⑫
黄
盛
璋
「
晉
侯
蘇
鐘
重
大
價
値
與
難
拔
丁
子
指
迷
與
解
難
」（『
文
博
』

一
九
九
八
年
第
四
期
）

⑬
李
學
勤
「
晉
侯
蘇
編
鐘
曆
日
的
分
析
」（『
夏
商
周
年
代
學
札
記
』、
遼
寧
大
學

出
版
社
、
一
九
九
九
年
）

⑭
李
仲
操
「
談
晉
侯
蘇
鐘
所
記
地
望
及
年
代
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
第

三
期
）



五
五

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

⑮
何
琳
儀
「
晉
侯
蘇
鐘
釋
地
」（『
東
方
博
物
』
第
五
輯
、二
〇
〇
〇
年
。
後
に
『
安

徽
大
學
漢
語
言
文
字
硏
究
叢
書　

何
琳
儀
卷
』、
安
徽
大
學
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
に
收
錄
）

⑯
陳
秉
新
「
晉
侯
蘇
編
鐘
銘
文
考
釋
」（『
文
物
硏
究
』
第
一
三
輯
、
黄
山
書
社
、

二
〇
〇
一
年
）

⑰
夏
商
周
斷
代
工
程
專
家
組
『
夏
商
周
斷
代
工
程1996

―2000

年
階
段
成
果
報

告
』（
世
界
圖
書
出
版
公
司
、
二
〇
〇
〇
年
）

⑱
劉
克
甫
（M

.V.K
ryukov

）「〝
北
趙
晉
國
墓
地
即
晉
侯
墓
〞
一
説
質
疑
」（
上

海
博
物
館
編
『
晉
侯
墓
地
出
土
靑
銅
器
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
上
海
書

畫
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

⑲
彭
裕
商
「
晉
侯
蘇
鐘
年
代
淺
議
」（
上
海
博
物
館
編
『
晉
侯
墓
地
出
土
靑
銅
器

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
上
海
書
畫
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

⑳
陳
雙
新
「
金
文
新
釋
三
則
」（『
古
漢
語
硏
究
』
二
〇
〇
二
年
第
二
期
）

㉑
陳
雙
新
「
晉
侯
蘇
鐘
銘
文
考
釋
」（『
兩
周
靑
銅
樂
器
銘
辭
硏
究
』、
河
北
大
學

出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

㉒
松
井
嘉
德
『
周
代
國
制
の
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）

㉓
彭
裕
商
『
西
周
靑
銅
器
年
代
綜
合
硏
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）

㉔
吉
本
道
雅
「
西
周
紀
年
考
」（『
立
命
館
文
學
』
第
五
八
六
號
、
二
〇
〇
四
年
）

㉕
木
村
秀
海
「
甲
骨
文
・
金
文
の
小
臣
に
つ
い
て
」（『
人
文
論
究
』
第
五
三
卷
第

四
號
、
關
西
學
院
大
學
人
文
學
會
、
二
〇
〇
四
年
）

㉖
白
川
靜
「
新
編
斷
代
譜
二
」（『
金
文
通
釋
』
卷
五
第
四
五
輯
第
九
章
、『
白
川

靜
著
作
集
別
卷
』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
）

㉗
角
道
亮
介
「
晉
國
墓
地
の
硏
究
」（
原
題
「
西
周
時
代
晉
國
墓
地
の
硏
究
―
晉

國
靑
銅
器
を
中
心
と
し
て
」、『
中
國
考
古
學
』
第
七
號
、
二
〇
〇
七
年
。
後
に

『
西
周
王
朝
と
そ
の
靑
銅
器
』、
六
一
書
房
、
二
〇
一
四
年
に
收
錄
）

㉘
胡
長
春
『
新
出
殷
周
靑
銅
器
銘
文
整
理
與
硏
究
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）

上
篇
、104

〜119

㉙
葉
正
渤
『
金
文
標
準
器
銘
文
綜
合
硏
究
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）

㉚
牛
清
波
・
王
保
成
・
陳
世
慶
「
晉
侯
蘇
鐘
銘
文
集
釋
」（『
中
國
文
字
學
報
』
第

五
輯
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
）

器
制一

六
件
の
鐘
の
通
高
は
、
②
馬
承
源
な
ど
に
よ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
第
一
鐘
（
上
海

博
物
館
館
藏
番
号73629

）49

㎝
、
第
二
鐘
（
同73630

）49.8

㎝
、
第
三
鐘
（
同

73632

）52

㎝
、
第
四
鐘
（
同73634

）44.7

㎝
、
第
五
鐘
（
同73636

）32.7

㎝
、

第
六
鐘
（
同73638

）30

㎝
、
第
七
鐘
（
同73639

）25.3

㎝
、
第
八
鐘
（
同

73640

）22

㎝
、
第
九
鐘
（
同73628

）50

㎝
、
第
一
〇
鐘
（
同73627

）49.5

㎝
、

第
一
一
鐘
（
同73631

）51

㎝
、第
一
二
鐘
（
同73633

）47.6

㎝
、第
一
三
鐘
（
同

73635

）34.8

㎝
、
第
一
四
鐘
（
同73637

）29.9

㎝
、
第
一
五
鐘
（
北
趙
晉
侯
墓

地M
8:33

）25.9

㎝
、
第
一
六
鐘
（
同M

8:32

）22.3

㎝
で
あ
る
。
第
一
〜
八
鐘

と
第
九
〜
一
六
鐘
と
の
二
組
か
ら
な
る
編
鐘
で
あ
る
。

本
器
の
紋
樣
に
つ
い
て
は
、
②
馬
承
源
・
⑩
高
至
喜
・
⑰
夏
商
周
斷
代
工
程
專

家
組
な
ど
は
二
種
に
分
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
細
く
淺
い
陽
線
で
連
珠
紋
な
ど
が

描
か
れ
て
い
る
第
一
・
二
・
九
・
一
〇
鐘
と
、
太
く
深
い
陰
線
で
獸
體
紋
（
篆
閒
）・

雲
雷
紋
（
鼓
部
）・
鸞
鳥
紋
（
鼓
部
右
側
）
が
描
か
れ
て
い
る
第
三
〜
八
・
第

一
一
〜
一
六
鐘
で
あ
る
。
張
長
壽
・
陳
公
柔
・
王
世
民
『
西
周
靑
銅
器
分
期
斷
代



晉
侯
蘇
鐘

五
六

硏
究
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
は
、
前
者
を
西
周
中
期
前
段
、
後
者
を

西
周
中
期
後
段
の
器
と
す
る
。
⑲
・
㉓
彭
裕
商
は
、
前
者
の
器
形
・
紋
樣
が
Ⅰ
式

묬
鐘
（
集
成246　

西
周
中
期
）、
後
者
が
楚
公
랛
鐘
（
集
成42

・43

〜45　

西

周
中
晩
期
）
な
ど
と
同
じ
と
し
、
묬
鐘
を
厲
王
期
、
楚
公
랛
鐘
を
幽
王
期
の
器
と

す
る
。
前
者
は
形
制
の
面
で
更
に
旋
上
に
斡
（
あ
る
い
は
幹
。
鐘
を
臺
に
吊
す
た

め
の
部
分
）
が
あ
る
も
の
（
第
一
・
二
鐘
）
と
な
い
も
の
（
第
九
・
一
〇
鐘
）
と
に

細
分
さ
れ
る
。
王
子
初
「
晉
侯
蘇
鐘
的
音
樂
學
硏
究
」（『
文
物
』
一
九
九
八
年
第

五
期
）
は
、
第
九
・
一
〇
鐘
を
康
王
以
前
の
西
周
初
期
、
第
一
・
二
鐘
を
康
王
前
後
、

第
三
〜
八
・
第
一
一
〜
一
六
鐘
を
西
周
中
期
の
共
王
期
の
も
の
と
す
る
。
器
形
・

紋
樣
に
よ
る
分
期
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
に
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
が
、第
一
・

二
・
九
・
一
〇
鐘
が
そ
れ
以
外
の
鐘
よ
り
早
い
時
期
の
も
の
と
す
る
點
だ
け
は
一
致

を
見
て
い
る
。
⑨
李
學
勤
は
第
一
・
九
鐘
を
素
面
（
紋
樣
が
な
い
）
と
し
て
幹
の

有
無
を
含
め
て
本
器
を
五
種
の
形
式
に
分
け
る
が
、
第
一
・
九
鐘
は
錆
の
具
合
に

よ
っ
て
紋
樣
の
有
無
が
判
別
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ

れ
、
本
稿
で
は
②
馬
承
源
な
ど
の
判
斷
に
從
い
、
第
一
・
九
鐘
に
も
第
二
・
一
〇
鐘

と
同
樣
に
紋
樣
が
あ
る
と
見
な
し
て
お
く
。

⑩
高
至
喜
は
江
南
で
本
器
と
同
じ
あ
る
い
は
類
似
の
形
式
の
甬
鐘
が
發
見
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
北
趙
晉
侯
墓
地
六
四
號
墓
出
土
の
楚
公
逆
鐘
の
存
在
を
理
由
に
、

本
器
が
江
南
で
獲
取
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
本
器
は
別

途
に
作
ら
れ
た
三
種
の
鐘
か
ら
な
る
が
、
②
馬
承
源
・
王
子
初
な
ど
に
よ
る
と
、

第
一
鐘
が
破
損
に
よ
っ
て
音
程
を
測
定
で
き
な
い
以
外
は
、
一
連
の
編
鐘
と
し
て

音
階
は
整
っ
て
お
り
、
②
馬
承
源
は
異
な
る
編
鐘
の
中
か
ら
音
階
に
合
わ
せ
て
鐘

を
選
び
出
し
、
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
見
て
い
る
。

高
西
省
「
楚
公
編
鐘
及
有
關
問
題
」（『
文
物
』
二
〇
一
五
年
第
一
期
）
は
、
本

器
の
よ
う
に
形
制
・
紋
樣
の
異
な
る
鐘
を
組
み
合
わ
せ
て
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
編
鐘
と

す
る
の
は
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
鼎
や
簋
な
ど
他
の
器
種
と
は
異

な
り
、
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
完
全
な
編
鐘
を
鑄
造
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
編
鐘

に
關
し
て
は
音
律
や
鐘
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
形
制
・
紋
樣
の
異
な
る
複
數
の
編

鐘
か
ら
鐘
を
取
り
出
し
、
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
編
鐘
を
形
成
す
る
と
い
う
手
法
が
と
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
北
趙
晉
侯
墓
地
出
土
器
で
は
、
六
四
號
墓
出
土
の

楚
公
逆
鐘
も
三
種
の
鐘
か
ら
成
る
編
鐘
で
あ
る
。

第
一
鐘
（
④
『
晉
國
奇
珍
』）



五
七

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

第
一
〇
鐘
（
④
『
晉
國
奇
珍
』）

第
四
鐘
（
④
『
晉
國
奇
珍
』）

銘
文
に
つ
い
て
は
、
②
馬
承
源
に
よ
る
と
器
を
鑄
造
す
る
際
に
鑄
込
ま
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
既
成
の
器
に
後
か
ら
刻
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
鐵
製

の
利
器
で
刻
ま
れ
た
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
朝
遠
「
晉
侯
𩵦
鐘
銘
文
的
刻
制

與
西
周
用
鐵
問
題
」（『
徐
中
舒
先
生
百
年
誕
辰
紀
念
文
集
』、
巴
蜀
書
社
、

一
九
九
八
年
。
後
に
『
靑
銅
器
學
步
集
』、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
に
收
錄
）

は
隕
鐵
の
使
用
を
想
定
し
、
關
曉
武
・
廉
海
萍
・
白
榮
金
・
劉
緖
・
華
覺
明
「
晉

侯
穌
鐘
刻
銘
成
因
試
探
」（
上
海
博
物
館
編
『
晉
侯
墓
地
出
土
靑
銅
器
國
際
學
術

硏
討
會
論
文
集
』、
上
海
書
畫
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
こ
れ
に
加
え
て
錫

の
含
有
率
が
通
常
よ
り
高
い
靑
銅
や
人
工
の
鋼
鐵
の
工
具
の
使
用
も
想
定
に
入
れ

る
。

銘
文銘

文
の
字
數
は
総
計
三
五
五
文
字
で
あ
る
。（
合
文
六
文
字
、
重
文
九
文
字
を

含
む
）
以
下
、
銘
文
の
拓
本
は
す
べ
て
②
馬
承
源
掲
載
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
文

字
が
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
③
黄
錫
全
の
模
本
を
參
照
し
た
。

第
一
鐘　

三
九
文
字



晉
侯
蘇
鐘

五
八

隹
王
卅
又
三
年
、王

（
親
）

省
東
或
（
國
）・
南
或
（
國
）。
正
月
既
生
霸
戊
午
、

王
歩
自
宗
周
。
二
月
既
望
癸
卯
、
王
入
各
（
格
）
成
周
。
二
月

第
二
鐘　

三
九
文
字

既
死
霸
壬
寅
、王
쏸
（
儥
）
往
東
。
三
月
方
死
霸
、王
至
于
쑮
、分
行
。
王

（
親
）

令
（
命
）
晉
侯
𩵦
（
蘇
）、「
䢦
（
率
）
乃

（
師
）
左

둅
、北

□
、伐
𡖊
（
夙
）

尸
（
夷
）。」
晉

第
三
鐘　

三
六
文
字

侯
𩵦
（
蘇
）
折
首
百
又
廿
、
執
냭
（
訊
）
廿
又
三
夫
。
王
至
于
귉
𩫨
（
城
）、
王

（
親
）
遠
省

（
師
）、
王
至
晉
侯
𩵦
（
蘇
）

（
師
）、
王
降
自
車
、
立
南
卿

（
嚮
）、

第
四
鐘　

二
五
文
字
（
う
ち
合
文
一
文
字
）

（
親
）
令
（
命
）
晉
侯
𩵦
（
蘇
）、「
自
西
北
遇
（
隅
）
𦎫
（
敦
）
伐
귉
𩫨
（
城
）。」

晉
侯
蚫
（
率
）

（
厥
）
亞
旅
・
小
子
・
똅
人
、
先
𢽣
（
陥
）



五
九

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

第
五
鐘　

一
二
文
字

入
、
折
首
百
執
냭
（
訊
）
十
又
一
夫
。
王
至

第
六
鐘　

一
二
文
字
（
う
ち
重
文
二
文
字
）

淖

列

（
淖
列
、
淖
列
）
尸
（
夷
）
出
奔
。
王
令
（
命
）
晉
侯
𩵦
（
蘇
）

第
七
鐘　

五
文
字
（
合
文
一
文
字
）

蚫
（
率
）
大
室
小
臣
・

第
八
鐘　

三
文
字

車
僕
、
從

第
九
鐘　

四
三
文
字
（
う
ち
合
文
二
文
字
）



晉
侯
蘇
鐘

六
〇

逋
逐
之
。
晉
侯
折
首
百
又
一
十
、
執
냭
（
訊
）
廿
夫
、
大
室
・
小
臣
・
車
僕
折
首

百
又
五
十
、執
냭
（
訊
）
六
十
夫
。
王
隹
反
（
返
）、歸
在
成
周
。
公
族
整

（
師
）

第
一
〇
鐘　

四
一
文
字
（
う
ち
合
文
一
文
字
）

宮
。
六
月
初
吉
戊
寅
、旦
、王
各
（
格
）
大
室
、即
立
（
位
）。
王
乎
（
呼
）
善
（
膳
）

夫
曰
、「
召
晉
侯
𩵦
（
蘇
）
入
門
、
立
中
廷
。」
王

（
親
）
易
（
賜
）
駒
四
匹
。

𩵦
（
蘇
）
𢳎
（
拜
）
𩒨
（
稽
）
首
、
受
駒
갢
（
以
）

第
一
一
鐘　

四
一
文
字

出
、
反
（
返
）
入
（
納
）、
𢳎
（
拜
）
𩒨
（
稽
）
首
。
丁
亥
、
旦
、
王
䱒
（
御
）

于
邑
伐
宮
。
庚
寅
、
旦
、
王
各
（
格
）
大
室
。
𤔲
（
司
）
工
（
空
）
륬
（
揚
）
父

入
右
晉
侯
𩵦
（
蘇
）、
王

（
親
）
儕
（
齎
）
晉
侯
𩵦
（
蘇
）
뾭
（
秬
）
鬯
一

・

第
一
二
鐘　

二
六
文
字
（
う
ち
合
文
一
文
字
、
重
文
一
文
字
）

弓
矢
百
・
馬
四
匹
。
𩵦
（
蘇
）
敢
륽
（
揚
）
天
子
不
（
丕
）
顯
魯
休
、
用
乍
（
作
）

元
龢
（
和
）
륬
（
揚
）
鐘
、
用
卲
（
昭
）
各
（
格
）



六
一

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

第
一
三
鐘　

一
三
文
字
（
う
ち
重
文
三
文
字
）

文

人

（
前
文
人
。
前
文
人
）
其
嚴
才
（
在
）
上
、

（
翼
）
才
（
在
）
下
、

𣀂

（
𣀂
𣀂
）

第
一
四
鐘　

九
文
字
（
う
ち
重
文
一
文
字
）

뽃

（
뽃
뽃
）、
降
余
多
福
。
𩵦
（
蘇
）
其
邁
（
萬
）

第
一
五
鐘　

七
文
字
（
う
ち
重
文
二
文
字
）

年
無
彊
（
疆
）。
子

（
子
子
）
孫

（
孫
孫
）、

第
一
六
鐘　

四
文
字

永
寶
茲
鐘
。

隹
王
卅
又
三
年
、
王

（
親
）

省
東
或
（
國
）・
南
或
（
國
）。
正
月
既

生
霸
戊
午
、
王
歩
自
宗
周
。

王
の
三
十
三
年
正
月
既
生
霸
戊
午
（
干
支
番
號
55
）
に
、
王
が
自
ら
宗
周
よ
り

東
方
・
南
方
へ
の
巡
視
に
出
發
し
た
こ
と
を
言
う
。「

」
あ
る
い
は
「

省
」
は
、

⑳
・
㉑
陳
雙
新
が
指
摘
す
る
よ
う
に
巡
視
・
巡
守
を
指
す
。
ま
た
こ
の
種
の
巡
視



晉
侯
蘇
鐘

六
二

は
軍
事
の
一
種
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
戰
鬭
行
爲
を
伴
う
。
厲
王
自
作
の

鐘
（
宗

周
鐘
。
集
成260　

西
周
晩
期
）
の
「
王
肇

省
文
武
勤
彊
（
疆
）
土
」【
王
、

肇
に
文
武
の
勤
め
し
疆
土
を

省
す
】、
史
牆
盤
（
集
成10175　

西
周
中
期
）

の
「
볉
圉
武
王
、
征
四
方
、達
（
撻
）
殷
」【
볉
圉
な
る
武
王
、四
方
を

征
し
、

殷
を
撻
す
】
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。
巡
視
の
出
發
地
の
「
宗
周
」
は
い
わ
ゆ
る
「
鎬

京
」
を
指
す
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
陝
西
扶
風
・
岐
山
一
帶
の
周
原
を

指
す
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
角
道
亮
介『
西
周
王
朝
と
そ
の
靑
銅
器
』（
六
一
書
房
、

二
〇
一
四
年
）
の
第
三
章
第
三
節
「
周
原
と
宗
周
」
を
參
照
。

こ
の
「
王
」
が
西
周
の
ど
の
王
に
當
た
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
厲
王
説
・
宣
王

説
に
大
分
さ
れ
る
。
諸
説
に
つ
い
て
は
㉑
陳
雙
新
・
㉘
胡
長
春
が
整
理
し
て
い
る

が
、
主
要
な
あ
る
い
は
特
徴
的
な
説
を
紹
介
し
て
お
く
。
⑧
鄒
衡
は
、
ま
ず
後
文

で
登
場
す
る
本
器
の
作
器
者
「
晉
侯
𩵦
（
蘇
）」
に
つ
い
て
、『
史
記
』
晉
世
家
の

「
釐
侯
十
四
年
、
周
宣
王
初
立
。
十
八
年
、
釐
侯
卒
、
子
獻
侯
籍
立
。
獻
侯
十
一

年
卒
、
子
穆
侯
費
王
立
。」【
釐
侯
十
四
年
、
周
宣
王
初
め
て
立
つ
。
十
八
年
、
釐

侯
卒
し
、
子
獻
侯
籍
立
つ
。
獻
侯
十
一
年
卒
し
、
子
穆
侯
費
王
立
つ
。】
及
び
そ

の
索
隠「
系
本
及

周
皆
作
蘇
。」【
系
本
及
び

周
皆
蘇
な
蘇
に
作
る
。】を
引
き
、

晉
獻
侯
籍
の
名
が
『
系
本
』
す
な
わ
ち
『
世
本
』
な
ど
で
蘇
と
さ
れ
て
い
る
の
に

注
目
し
、
こ
れ
を
作
器
者
の
晉
侯
蘇
と
結
び
つ
け
、
本
銘
の
「
王
」
と
は
宣
王
で

あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
晉
獻
侯
は
宣
王
六
年
（
前
八
二
二
年
）
に
即
位
し
、

十
六
年
（
前
八
一
二
年
）
に
没
し
て
お
り
、
宣
王
三
十
三
年
は
次
の
穆
侯
の
十
七

年
に
當
た
る
。
そ
こ
で
晉
侯
蘇
は
獻
侯
で
は
な
く
穆
侯
を
指
し
、
獻
侯
の
名
を
蘇

と
す
る
の
は
『
世
本
』
の
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
⑲
・
㉓
彭
裕
商
も
⑧
鄒
衡
説
を

支
持
す
る
。

②
馬
承
源
は
、
張
培
瑜
の
「
晚
殷
西
周
冬
至
合
朔
時
日
表
」（
南
京
紫
金
山
天

文
臺
『
科
硏
工
作
報
導
』
一
九
八
〇
年
第
三
期
）
と
自
ら
の
「
西
周
靑
銅
器
銘
文

年
曆
表
」（『
商
周
靑
銅
器
銘
文
選
』
第
三
册
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
を

根
據
と
し
、宣
王
三
十
三
年
（
前
七
九
五
年
）
正
月
の
朔
は
乙
酉
（
22
）
で
あ
り
、

こ
の
月
に
戊
午
（
55
）
が
收
ま
ら
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
對
し
、
厲
王
三
十
三
年

（
前
八
四
六
年
）
の
場
合
は
辛
亥
（
48
）
が
朔
で
戊
午
（
55
）
は
八
日
と
な
り
、

四
分
月
相
説
の
既
生
霸
の
日
數
に
も
合
う
と
し
、『
史
記
』
晉
世
家
が
晉
侯
蘇
の

在
位
を
宣
王
期
と
す
る
の
は
誤
っ
て
お
り
、『
史
記
』
所
載
の
西
周
晉
侯
の
世
次
・

年
次
に
は
疎
漏
や
誤
り
が
あ
る
と
す
る
。
⑰
夏
商
周
斷
代
工
程
專
家
組
及
び
⑨
・

⑩
李
學
勤
も
厲
王
説
を
採
る
が
、
李
學
勤
は
後
文
の
「
晉
侯
𩵦
（
蘇
）」
は
彼
の

即
位
後
の
追
稱
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
銘
記
載
の
戰
役
は
彼
の
即
位
前

の
厲
王
三
十
三
年
、
す
な
わ
ち
蘇
の
祖
父
靖
侯
十
三
年
の
事
件
で
あ
り
、
編
鐘
の

一
部
は
そ
の
戰
利
品
で
あ
っ
た
。
後
に
他
の
鐘
を
加
え
て
フ
ル
セ
ッ
ト
の
編
鐘
と

し
、
宣
王
期
に
晉
侯
と
し
て
即
位
し
た
後
に
當
時
を
記
念
す
る
た
め
に
銘
文
を
刻

ん
だ
が
、そ
の
際
に
即
位
後
の
身
分
に
合
わ
せ
て
「
晉
侯
」
と
し
た
と
主
張
す
る
。

宣
王
三
十
三
年
正
月
に
戊
午
が
收
ま
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、⑩
陳
久
金
は
、

宣
王
三
十
三
年
は
前
七
九
五
年
で
は
な
く
前
七
九
四
年
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
す
る
。
前
七
九
四
年
で
あ
る
と
す
る
と
、
本
銘
の
正
月
及
び
後
出
の
二

月
・
六
月
の
干
支
が
收
ま
る
う
え
、
月
相
と
も
合
致
す
る
と
言
う
。
⑫
黄
盛
璋
も

こ
れ
に
同
意
す
る
。
平
㔟
隆
郎
『
よ
み
が
え
る
文
字
と
呪
術
の
帝
國
』（
中
央
公

論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
）
も
同
じ
く
本
銘
の
年
代
を
宣
王
三
十
三
年
（
前
七
九
四

年
）
と
す
る
。
一
方
、
王
占
奎
「
周
宣
王
紀
年
與
晉
獻
侯
墓
考
辨
」（『
中
國
文
物

報
』
一
九
九
六
年
七
月
七
日
。
筆
者
未
見
）
は
宣
王
在
位
年
に
共
和
年
間
の
年
數
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も
加
え
、
本
銘
の
三
十
三
年
と
は
宣
王
の
即
位
年
で
あ
り
、
親
政
十
九
年
（
前

八
〇
九
年
）
に
相
當
す
る
と
し
、
干
支
の
帳
尻
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

⑩
張
聞
玉
及
び
同
氏
の
「《
晉
侯
蘇
鐘
》
之
我
見
」（『
貴
州
大
學
學
報
』

一
九
九
七
年
第
三
期
）
は
、
銘
文
冒
頭
か
ら
第
二
鐘
（
次
々
段
）
の
「
分
行
」
ま

で
が
穆
王
三
十
三
年
（
前
九
七
四
年
）
の
穆
王
の
「
省
東
國
・
南
國
」
に
關
す
る

記
述
で
、
そ
れ
以
後
を
晉
獻
侯
が
宣
王
八
年
（
前
八
二
〇
年
）
の
征
伐
に
隨
行
し

た
際
の
戰
功
を
記
し
た
も
の
と
す
る
。
銘
文
の
前
段
と
後
段
で
記
載
の
粗
密
に
差

が
あ
る
こ
と
、
後
文
で
「
東
國
」
の
狀
況
に
は
觸
れ
る
が
、「
南
國
」
の
狀
況
に

つ
い
て
は
言
及
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
そ
の
根
據
と
す
る
が
、
前
引
の

鐘
で
厲

王
が
「

省
」
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
銘
の
こ
の
部
分
も
西
周
後
期
の
銘
文
と
し

て
不
自
然
で
は
な
い
。

な
お
、
仇
士
華
・
張
長
壽
「
晉
侯
墓
地
M
八
的

十
四
年
代
測
定
和
晉
侯
蘇
鐘
」

（『
考
古
』
一
九
九
九
年
第
五
期
。
後
に
張
長
壽
『
商
周
考
古
論
集
』、文
物
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
に
收
錄
）
は
、本
器
の
出
土
し
た
北
趙
晉
侯
墓
地
八
號
墓
に
つ
い
て
、

同
墓
よ
り
採
集
さ
れ
た
樹
枝
木
炭
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
炭
素
一
四
年
代
測
定
を

行
っ
た
結
果
、
同
墓
の
年
代
が
前
八
〇
八
±
八
年
で
あ
り
、
獻
侯
（
す
な
わ
ち
晉

侯
蘇
）
の
没
年
を
宣
王
十
六
年
（
前
八
一
二
年
）
と
位
置
づ
け
る
『
史
記
』
晉
世

家
の
記
述
と
一
致
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
こ
の
「
王
卅
又
三
年
」
の
問
題
に
つ

い
て
は
⑨
・
⑩
李
學
勤
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。
⑦
高
澤
浩
一
は
こ
の
前
八
〇
八

±
八
年
と
い
う
年
代
を
本
器
の
成
立
年
代
と
誤
解
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
本
器
が
出
土
し
た
八
號
墓
の
造
營
年
代
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
本
器
の
制
作

年
代
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
ま
た
「
器
制
」
欄
で
確
認
し
た
よ
う
に
本
銘
は
既

成
の
器
に
後
か
ら
刻
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
器
本
體
と
銘
文
の
制
作
が
同
時
で
は

な
い
。
銘
文
が
刻
ま
れ
た
年
代
は
當
然
八
號
墓
の
造
營
と
同
時
期
か
そ
れ
以
前
と

い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。（
八
號
墓
の
年
代
に
つ
い
て
は
後
文
の
参
考
欄

も
參
照
。）

本
稿
で
は
取
り
敢
え
ず

鐘
銘
と
の
類
似
や
、
暦
年
計
算
の
う
え
で
比
較
的
無

理
が
な
い
こ
と
か
ら
厲
王
三
十
三
年
説
を
採
っ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ
、
厲

王
説
に
し
ろ
宣
王
説
に
し
ろ
、『
史
記
』
晉
世
家
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
三
代
世
表
・

十
二
諸
侯
年
表
の
晉
侯
世
系
・
年
次
と
辻
褄
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
ど
こ
か

で
無
理
な
想
定
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
銘
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
強
調
し
て

お
き
た
い
。

二
月
既
望
癸
卯
、
王
入
各
（
格
）
成
周
。
二
月
既
死
霸
壬
寅
、
王
쏸
（
儥
）

往
東
。

こ
の
段
で
は
「
癸
卯
」「
壬
寅
」
の
二
つ
の
干
支
に
つ
い
て
と
「
쏸
」
字
の
解

釋
と
の
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。「
癸
卯
」「
壬
寅
」
の
問
題
に
つ
い
て
見
て
お
き
た

い
。
こ
の
二
つ
は
干
支
番
号
で
は
そ
れ
ぞ
れ
40
と
39
と
な
り
、
銘
文
の
記
載
通
り

癸
卯
の
方
が
早
い
日
付
と
見
な
す
と
、
當
然
同
じ
月
の
閒
に
壬
寅
は
入
ら
な
い
。

そ
こ
で
②
馬
承
源
は
二
つ
の
干
支
が
顛
倒
し
て
刻
ま
れ
た
の
で
あ
る
と
し
、
本
來

は
「
二
月
既
望
壬
寅
」「
二
月
既
死
霸
癸
卯
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
と
す
れ
ば
、

厲
王
三
十
三
年
二
月
は
辛
巳
（
18
）
が
朔
で
、
壬
寅
は
二
十
二
日
、
癸
卯
が

二
十
三
日
と
な
り
、
四
分
月
相
説
の
既
望
・
既
死
霸
の
定
義
と
も
合
う
と
言
う
。

㉖
白
川
靜
も
こ
れ
に
同
意
す
る
。
あ
る
い
は
二
つ
の
干
支
の
い
ず
れ
か
に
誤
り
が
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あ
る
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
た
と
え
ば
⑩
裘
錫
圭
は
癸
卯
を
癸
巳
（
30
）
の
誤
り

と
し
、
⑰
夏
商
周
斷
代
工
程
專
家
組
は
癸
卯
を
辛
卯
（
28
）
の
誤
り
と
す
る
。
干

支
の
記
述
に
誤
り
を
求
め
る
諸
説
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
㉑
陳
雙
新
・
㉘
胡
長
春

が
ま
と
め
て
い
る
。

⑪
馮
時
は
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
に
同
年
同
月
の
こ
と
で
月
名
を
重
複
し
て
記
す

の
は
金
文
の
通
例
と
合
致
し
な
い
と
す
る
。た
と
え
ば
作
册
令
方
尊
／
方
彝
で
は
、

八
月
甲
申
（
21
）
の
後
は
「
丁
亥
（
24
）」
と
日
付
の
干
支
の
み
記
し
、「
十
月
月

吉
癸
未
（
20
）」
の
後
も
「
甲
申
（
21
）」「
乙
酉
（
22
）」
と
、
や
は
り
日
付
の
み

を
記
す
。
本
銘
で
も
後
文
で
は
「
六
月
初
吉
戊
寅
（
15
）」
の
後
は
「
丁
亥
（
24
）」

「
甲
寅
（
27
）」
と
日
付
の
み
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

作
册
令
方
尊
／
方
彝
（
集
成6601

／9901　

西
周
早
期
）

隹
八
月
、
辰
才
（
在
）
甲
申
。
王
令
（
命
）
周
公
子
明
保
、
尹
三
事
四
方
、

受
（
授
）
卿
事
尞
。
丁
亥
、令
（
命
）

告

（
于
）
周
公
宮
。
公
令
（
命
）

놃
（
誕
）
同
卿
事
寮
。
隹
十
月
月
吉
癸
未
、
明
公
朝
至

（
于
）
成
周
。
놃

（
誕
）
令
（
命
）
舍
三
事
令
（
命
）、

卿
事
寮

者
（
諸
）
尹
、

里
君

百
工
、

者
（
諸
）
侯
侯
田
男
、
舍
四
方
令
（
命
）、
既
咸
令
（
命
）。
甲
申
、

明
公
用
牲

（
于
）
京
宮
。
乙
酉
、
用
牲

（
于
）
康
宮
。
…
…

【
隹
れ
八
月
、
辰
は
甲
申
に
在
り
、
王
、
周
公
の
子
明
保
に
命
じ
、
三
事
四

方
を
尹
め
、
卿
事
尞
を
授
け
し
む
。
丁
亥
、

に
命
じ
て
周
公
の
宮
に
告
げ

し
む
。
公
、
命
じ
て
誕
に
卿
事
寮
を
同
め
し
む
。
隹
れ
十
月
月
吉
癸
未
、
明

公
、
朝
し
て
成
周
に
至
る
。
誕
に
命
じ
て
三
事
の
命
を
舍
く
、
卿
事
寮
と
諸

尹
と
、
里
君
と
百
工
と
、
諸
侯
の
侯
田
男
、
四
方
の
命
を
舍
く
、
既
に
命
を

咸
ふ
。
甲
申
、
明
公
牲
を
京
宮
に
用
ふ
。
乙
酉
、
牲
を
康
宮
に
用
ふ
。

…
…
】

一
方
、
年
を
跨
ぐ
場
合
は
、
乖
伯
簋
に
お
い
て
「
九
月
甲
寅
」
の
後
に
い
き
な

り
「
二
月
」「
己
未
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
、年
の
表
記
は
省
略
さ
れ
る
と
す
る
。

乖
伯
簋
（
集
成4331　

西
周
晩
期
）

隹
王
九
年
九
月
甲
寅
、
王
令
（
命
）
益
公
征
眉
敖
。
益
公
至
告
。
二
月
、
眉

敖
至
見
、
獻
붇
（
帛
）。
己
未
、
王
令
（
命
）
中
（
仲
）
致
歸
乖
白
（
伯
）

狐
（
？
）
裘
。
…
…

【
隹
れ
王
の
九
年
九
月
甲
寅
、王
、益
公
に
命
じ
て
眉
敖
を
征
せ
し
む
。
益
公
、

至
り
て
告
ぐ
。
二
月
、
眉
敖
、
至
り
て
見
え
、
帛
を
獻
ず
。
己
未
、
王
、
仲

致
に
命
じ
て
乖
伯
に
狐
（
？
）
裘
を
歸
ら
し
む
。
…
…
】

⑪
馮
時
は
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、「
二
月
既
望
癸
卯
、
王
入
各
（
格
）
成
周
。」

ま
で
が
宣
王
三
十
三
年
、「
二
月
既
死
霸
壬
寅
」
以
後
が
宣
王
三
十
五
年
の
出
來

事
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
連
の
事
件
の
中
の
前
後
異
な
る
段
階
と
す
る
。
㉔
吉
本
道

雅
も
同
じ
く
同
年
内
の
月
名
の
重
複
は
類
例
を
見
な
い
と
し
、「
二
月
既
望
癸
卯
、

王
入
各
（
格
）
成
周
」
ま
で
は
厲
王
三
十
三
年
の
記
錄
、「
二
月
既
死
霸
壬
寅
」

以
後
は
次
の
宣
王
に
よ
る
東
征
の
記
錄
と
し
、
後
文
の
「
丁
亥
、
旦
、
王
䱒
（
御
）

于
邑
伐
宮
」
の
前
に
も
斷
絶
が
あ
る
と
見
な
し
、
本
銘
は
三
種
の
原
資
料
か
ら
轉

寫
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
一
つ
の
銘
文
に
複
數
の
原
資
料
が
想
定
さ
れ
る

他
の
例
と
し
て
曶
鼎
（
集
成2838　

西
周
中
期
）
を
擧
げ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
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す
れ
ば
、
冒
頭
の
「
王
の
卅
又
三
年
」
が
厲
王
期
で
あ
っ
て
も
宣
王
期
で
あ
っ
て

も
『
史
記
』
所
載
の
晉
侯
の
世
系
・
年
次
と
矛
盾
を
来
す
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

は
解
決
が
は
か
ら
れ
る
。

㉘
胡
長
春
は
二
つ
の
干
支
の
顛
倒
や
錯
誤
、
あ
る
い
は
⑪
馮
時
の
諸
説
に
つ
い

て
、「
こ
の
よ
う
な
方
法
は
取
る
べ
き
で
は
な
い
。
地
下
の
文
獻
の
價
値
は『
纂
改
』

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
」
と
批
判
す
る
が
、
そ
う
は
言
っ
て
も
そ
も
そ
も
本

銘
は
『
史
記
』
の
記
述
と
の
調
整
の
問
題
も
含
め
て
、
ど
こ
か
で
恣
意
的
な
想
定

を
し
な
け
れ
ば
讀
み
通
せ
な
い
銘
文
な
の
で
あ
る
。
干
支
の
改
竄
を
避
け
る
と
す

れ
ば
、
⑪
馮
時
や
㉔
吉
本
道
雅
の
よ
う
に
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
で
も
「
二

月
既
死
霸
壬
寅
」
よ
り
後
は
厲
王
三
十
三
年
よ
り
後
の
年
の
事
件
と
見
な
し
て
お

く
。「

쏸
」
字
に
つ
い
て
は
、
⑪
馮
時
は
「
됎
」「
貝
」
に
從
い
、「
殿
」
字
で
あ
る

と
し
、「
軍
後
」
の
意
で
、「
王
殿
往
東
」
の
句
を
王
が
最
後
に
東
に
進
ん
だ
と
解

す
る
。
㉒
松
井
嘉
德
も
「
王
、
東
に
殿
往
し
」
と
訓
じ
る
。
⑫
黄
盛
璋
は
こ
の
字

を
「
饋
」
字
と
す
る
。
⑳
陳
雙
新
も
「
饋
」
字
と
釋
し
た
う
え
で
「
潰
」
と
訓
じ
、

こ
の
句
を
王
が
東
に
進
む
の
が
速
い
こ
と
、
あ
る
い
は
周
王
が
東
國
の
叛
亂
を
知

り
、
憤
っ
て
東
に
向
か
い
、
自
ら
戰
爭
を
指
揮
す
る
こ
と
を
指
す
と
す
る
。
た
だ

し
㉑
陳
雙
新
で
は
後
述
の
趙
平
安
説
を
採
っ
て
い
る
。
⑮
何
琳
儀
は
、
こ
の
字
を

「
人
」「
薛
」
の
省
と
「
貝
」
に
從
い
、「
薛
」
字
で
あ
り
、「
躠
」
と
訓
じ
て
、
施

行
の
貌
で
あ
る
と
す
る
。
㉖
白
川
靜
は
こ
の
字
を
「
す
す
み
て
」
と
訓
じ
て
い
る

が
、根
據
は
不
明
で
あ
る
。
趙
平
安
「
釋
古
文
字
資
料
中
的
〝
𡍬
〞
及
相
關
諸
字
」

（『
中
國
文
字
硏
究
』
第
二
輯
、
二
〇
〇
一
年
。
後
に
『
新
出
簡
帛
與
古
文
字
古
文

獻
硏
究
』、
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
九
年
に
收
錄
）
及
び
劉
釗
「
釋
〝
儥
〞
及
相

關
諸
字
」（『
中
國
文
字
』
新
二
八
期
、二
〇
〇
二
年
。
後
に
『
古
文
字
考
釋
叢
考
』、

嶽
麓
書
社
、
二
〇
〇
五
年
に
收
錄
）
は
、
と
も
に
包
山
簡
の
「
儥
」
と
釋
讀
さ
れ

る
字
な
ど
と
の
類
似
か
ら
、「
쏸
」
字
を
「
儥
」
と
し
て
い
る
。（
左
圖
參
照
。
圖

は
滕
壬
生
編
『
楚
系
簡
帛
文
字
編
（
增
訂
本
）』（
湖
北
敎
育
出
版
社
、
二
〇
〇
八

年
）、
七
四
八
頁
揭
載
の
包
山
簡
第
五
二
簡
の
文
字
。）

字
形
か
ら
確
か
に
こ
の
字
は
「
儥
」
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
本

銘
の
こ
の
字
の
「
止
」
の
部
分
は
「
屮
」
の
譌
變
の
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
趙
平
安
は
「
儥
」
字
を
更
に
「
續
」
と
讀
み
、こ
の
句
を
「
王

が
續
け
て
東
に
向
か
っ
た
」
の
意
で
あ
る
と
し
、
劉
釗
は
「
督
」
と
讀
み
、
こ
の

句
を
「
王
が
部
隊
を
率
い
て
」、
あ
る
い
は
「
督
促
し
て
東
に
向
か
う
」
の
意
で

あ
る
と
す
る
。
㉚
牛
清
波
等
は
更
に
趙
平
安
・
劉
釗
の
考
釋
を
基
礎
と
し
て
「
儥
」

字
は
音
通
に
よ
っ
て
「
速
」
と
讀
み
、「
す
み
や
か
に
」
の
意
と
す
る
。
包
山
簡

や
葛
陵
簡
の
卜
筮
祭
禱
簡
に
は
、
こ
の
字
と
聲
部
を
同
じ
く
す
る
「
疒
」
に
從
い

「

」
聲
の
字
が
見
え
る
が
、こ
れ
は
「
續
」
と
讀
む
の
が
一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
本
銘
の
場
合
も
趙
平
安
の
「
續
」
説
に
從
う
方
が
よ
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
金
文
で
は
他
に
厚

方
鼎
（
集
成2730　

西
周
早
期
）
の
「
厚

又
（
有
）
쏸
于
祭
公
」
の
用
例
が
あ
り
、
趙
平
安
は
「
見
ゆ
」
と
訓
じ
、
劉
釗

は
「
饋
」
と
釋
し
て
「
饋
贈
」
の
意
と
し
て
い
る
。

こ
の
段
は
、
二
月
既
望
癸
卯
の
日
に
王
が
成
周
に
入
り
、
そ
し
て
（
お
そ
ら
く

そ
の
翌
年
以
後
の
）
二
月
既
死
霸
壬
寅
の
日
に
王
が
軍
隊
を
率
い
て
東
方
へ
と
向

か
っ
た
こ
と
を
記
す
。
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三
月
方
死
霸
、
王
至
于
쑮
、
分
行
。

「
方
死
霸
」
に
つ
い
て
は
、
⑨
李
學
勤
は
金
文
で
は
初
見
で
あ
り
、『
漢
書
』
律

暦
志
に
引
く
『
世
經
』
に
引
用
さ
れ
る
周
書
武
成
篇
に
見
え
る
「
旁
死
霸
」
と
同

じ
と
す
る
。
そ
し
て
王
國
維
「
生
霸
死
霸
考
」（『
觀
堂
集
林
』
卷
一
）
の
旁
死
霸

を
二
十
五
日
と
す
る
説
を
引
く
。
⑬
李
學
勤
は
「
三
月
方
死
霸
」
は
干
支
を
示
さ

ず
、
そ
の
定
點
性
を
説
明
す
る
と
指
摘
す
る
。
⑪
馮
時
は
「
方
死
霸
」
は
大
月
の

初
二
日
と
す
る
。
⑫
黄
盛
璋
は
傳
世
文
獻
の
み
に
見
え
る
月
相
も
含
め
て
、
哉
生

霸
・
哉
死
霸
、
方
生
霸
・
方
死
霸
、
既
生
霸
・
既
死
霸
を
そ
れ
ぞ
れ
上
弦
の
月
・

下
弦
の
月
の
満
ち
缺
け
の
開
始
・
進
行
中
、
終
了
を
指
す
と
し
、
本
銘
の
「
方
死

霸
」
も
定
點
月
相
と
見
る
。
確
か
に
用
例
の
少
な
さ
か
ら
も
、
初
吉
な
ど
他
の
月

相
と
は
異
な
る
理
解
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
㉖
白
川
靜
は
「
逸
周
書
に
み

え
る
四
週
名
が
西
周
金
文
の
週
名
と
異
な
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
週
名
が

西
周
晚
期
に
生
じ
て
い
る
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
、「
方
死
霸
」
の

よ
う
な
變
則
的
な
名
稱
の
月
相
が
西
周
晚
期
に
な
っ
て
生
じ
た
と
見
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

「
쑮
」字
は
地
名
。
⑨
李
學
勤
は
こ
の
字
を
𢎘
聲
に
從
い

字
で
あ
る
と
し
、『
春

秋
』
桓
公
十
一
年
に
見
え
る

の
地
で
、
今
の
山
東
汶
上
の
西
と
す
る
。
そ
し
て

本
銘
の
一
連
の
軍
事
行
動
は
古
の
大
野
澤
の
北
、梁
山
一
帶
で
行
わ
れ
た
と
す
る
。

⑩
裘
錫
圭
も
「
쑮
」
字
を
𢎘
聲
の
字
と
し
つ
つ
も
、「
쑮
」
は
師
른
鼎
（
集
成

2830　

西
周
中
期
）
の
「
範
圍
」
と
釋
讀
さ
れ
る
文
字
と
同
じ
く
「
範
」
字
で
あ

り
、
今
の
山
東
範
縣
の
東
南
、

城
の
西
北
を
指
す
と
す
る
。
そ
し
て
周
王
は
こ

の
地
で
「
分
行
」
し
、
北
路
で
は
夙
（
宿
）
夷
を
伐
ち
、
南
路
で
は
귉
（

）
城

を
伐
っ
た
と
す
る
。
⑭
李
仲
操
は
「
쑮
」
字
を
「
演
」
と
讀
み
、
兖
州
の
「
兖
」

の
本
字
と
す
る
。
こ
の
種
の
金
文
の
地
名
考
證
は
後
代
の
地
名
に
合
わ
せ
て
字
釋

を
定
め
る
も
の
で
、
恣
意
性
は
免
れ
な
い
。
本
稿
で
は
地
名
に
關
し
て
は
諸
説
を

紹
介
す
る
の
み
に
と
ど
め
、
諸
説
の
優
劣
の
判
定
や
新
た
な
比
定
を
行
わ
ず
、
字

の
ま
ま
に
釋
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

「
分
行
」
に
つ
い
て
は
、
㉙
葉
正
渤
は
、
周
王
と
晉
侯
蘇
が
兵
を
分
か
っ
て
宿

夷
を
征
伐
し
た
と
す
る
。
⑩
裘
錫
圭
の
よ
う
な
解
釋
よ
り
も
こ
ち
ら
の
方
が
良
い

で
あ
ろ
う
。

こ
の
段
は
三
月
方
死
霸
の
日
に
王
が
쑮
の
地
に
至
り
、
軍
を
周
王
と
晉
侯
蘇
と

で
二
分
し
、
二
方
向
か
ら
夙
夷
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
記
す
。

王

（
親
）
令
（
命
）
晉
侯
𩵦
（
蘇
）、「
䢦
（
率
）
乃

（
師
）
左

둅
、

北

□
、
伐
𡖊
（
夙
）
尸
（
夷
）。」
晉
侯
𩵦
（
蘇
）
折
首
百
又
廿
、
執
냭

（
訊
）
廿
又
三
夫
。

「
晉
侯
𩵦
（
蘇
）」
は
前
述
の
議
論
を
踏
ま
え
、『
史
記
』
晉
世
家
等
の
晉
の
獻

侯
で
あ
る
と
見
て
お
く
。

「
左

둅
、
北

□
」
に
つ
い
て
、「

」
は
通
常
「
造
」
あ
る
い
は
「
復
」
と

釋
讀
さ
れ
る
字
で
あ
る
。
②
馬
承
源
は
「

」
字
を
舟
が
傾
覆
す
る
さ
ま
を
象
り
、

「
覆
」
字
の
初
形
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
字
の
下
の
「
둅
」
と
□
を
そ
れ
ぞ
れ
地

名
と
見
て
、
兩
地
を
覆
滅
す
る
の
意
で
あ
る
と
す
る
。
③
黄
錫
全
は
「

」
字
に

つ
い
て
は
②
馬
承
源
説
を
採
り
、「
둅
」
字
は
「

」
の
異
體
字
で
、
今
の
山
東

城
縣
東
北
の
「
顧
」
で
あ
る
と
す
る
。
⑨
李
學
勤
・
⑩
李
學
勤
は
「

」
字
を
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「
周
」
と
す
る
が
、
詳
し
い
解
釋
を
記
さ
な
い
。
⑭
李
仲
操
は
こ
の
部
分
を
「
左

（
津
）
둅
（
蒙
）
北
、

（
津
）
□
伐
夙
夷
」
と
釋
讀
し
、
左
方
か
ら
蒙
山
北

面
の
諸
水
を
渡
り
、再
び
□
水
を
渡
っ
て
夙
夷
を
伐
つ
の
意
と
す
る
が
、「
津
」「
蒙
」

兩
字
の
釋
讀
の
根
據
が
薄
弱
で
あ
る
。
⑮
何
琳
儀
は
、「
左
」
字
は
『
詩
經
』
唐
風
・

有

之
杜
「
生
于
道
左
」【
道
左
に
生
ず
】
の
鄭
箋
「
道
左
、道
東
也
」【
道
左
は
、

道
東
な
り
】
を
引
き
、
古
人
は
北
か
ら
南
を
向
い
て
左
を
東
、
右
を
西
と
し
た
の

で
あ
る
と
す
る
。「

」
字
は
「
汎
」
字
で
あ
り
、川
を
渡
る
の
意
と
す
る
。「
둅
」

字
は
「

」「
尚
」
の
合
文
で
「
瓠
上
」
を
指
し
、
先
秦
の
濮
水
の
下
流
、
漢
代

の
瓠
子
河
の
ほ
と
り
で
あ
る
と
す
る
。「
北

□
」の
缺
字
は
お
そ
ら
く「
汶
」「
汶

上
」
で
は
な
い
か
と
す
る
が
、
こ
れ
は
單
な
る
推
測
に
す
ぎ
な
い
。
近
出
は
「
左

復
、
觀
、
北
復
、
□
」
と
し
、「
復
」
の
下
の
字
を
そ
れ
ぞ
れ
動
詞
と
解
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
⑯
陳
秉
新
は
、「

」
字
を
「
般
」
と
釋
し
て
旋
囘
の
意
と
し
、

「
둅
」
字
は
「
𢋒
」
の
古
字
で
通
假
に
よ
っ
て
「
強
取
」
の
意
の
略
と
解
し
、
引

申
し
て
「
輕
行
抄
略
」
の
意
と
す
る
。「
北

」
の
下
の
缺
字
は
「
둅
」
の
殘
文

と
見
る
。
そ
し
て
「
左

（
般
）
둅
（
略
）、
北
（
般
）
둅
（
略
）」
を
、
輕
兵
に

よ
っ
て
左
方
す
な
わ
ち
西
方
と
北
方
よ
り
迂
囘
し
て
夙
夷
（
宿
）
夷
を
急
襲
包
圍

す
る
の
意
と
す
る
。こ
れ
は
通
假
や
引
申
を
重
ね
た
無
理
の
あ
る
解
釋
で
あ
る
が
、

缺
字
部
分
を
「
둅
」
字
と
見
る
の
は
卓
見
で
あ
る
。
③
黄
錫
全
の
模
本
は
、
こ
の

字
の
下
部
に
「
又
」
ら
し
き
部
分
が
あ
り
、
⑥
模
釋
總
集
は
こ
の
字
を
缺
釋
と
す

る
。
㉚
牛
清
波
等
も
缺
字
部
分
を
「
둅
」
字
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
贊
成
し
た

う
え
で
こ
の
字
を
地
名
と
し
、
左
方
と
北
方
の
兩
方
向
か
ら
둅
地
に
進
ん
で
挾
擊

し
た
と
解
す
る
。
㉖
白
川
靜
は
「
左

둅
」
を
「

둅
を
左
し
」
と
訓
じ
、「

」

字
も
「
둅
」
字
と
と
も
に
地
名
あ
る
い
は
水
名
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
㉙
葉

正
渤
は
、「
左
」
字
は
東
行
の
軍
に
對
し
て
、北
邊
に
位
置
す
る
軍
を
指
す
と
す
る
。

朱
繼
平
「
宿
國
地
望
及
相
關
問
題
探
析
」（『
中
國
歴
史
地
理
論
叢
』
二
〇
一
二
年

第
三
期
）
は
、「
둅
」
字
は
獲
水
を
指
し
、
今
の
河
南
商
丘
の
東
北
よ
り
徐
州
の

北
を
流
れ
る
東
西
向
き
の
河
川
で
あ
る
と
す
る
。

以
上
の
諸
家
の
考
釋
を
ふ
ま
え
、「
左

둅
」
の
「
左
」
字
に
つ
い
て
は
⑮
何

琳
儀
の
主
張
通
り
に
東
を
指
す
と
見
て
お
く
。「
北

□
」
の
缺
字
部
分
が
⑯
陳

秉
新
の
指
摘
通
り「
둅
」字
で
あ
る
と
し
、こ
れ
を
川
の
名
と
見
る
と
す
れ
ば
、「

」

字
に
つ
い
て
は
⑮
何
琳
儀
の
よ
う
に
川
を
渡
る
の
意
と
し
、「
左

둅
、北
﹇
둅
﹈」

の
二
句
は
㉚
牛
清
波
等
の
よ
う
に
、
東
北
兩
側
か
ら
둅
を
渡
る
と
解
す
る
ほ
か
な

い
で
あ
ろ
う
。

征
伐
の
對
象
と
な
る
「
𡖊
（
夙
）
尸
（
夷
）」
に
つ
い
て
は
、②
馬
承
源
は
『
左

傳
』
僖
公
二
十
一
年
な
ど
に
風
姓
の
國
と
し
て
見
え
る
宿
と
し
、
そ
の
地
望
は
今

の
山
東
東
平
縣
境
と
す
る
。
⑭
李
仲
操
は
夙
沙
の
夷
と
し
、㉙
葉
正
渤
は
「
宿
夷
」

と
讀
ん
だ
う
え
で
魯
西
一
帶
に
居
住
す
る
東
夷
の
ひ
と
つ
と
し
、
朱
繼
平
「
宿
國

地
望
及
相
關
問
題
探
析
」
は
、『
左
傳
』
の
宿
國
と
關
連
づ
け
た
う
え
で
そ
の
故

地
は
今
の
安
徽
宿
州
市
付
近
と
す
る
。「
折
首
百
又
廿
、
執
냭
（
訊
）
廿
又
三
夫
」

は
夙
夷
征
伐
の
戰
果
で
あ
る
。

こ
の
段
で
は
王
が
自
ら
晉
侯
蘇
に
そ
の
軍
を
率
い
て
東
方
と
北
方
よ
り
둅
水
を

渡
っ
て
夙
夷
を
伐
つ
よ
う
に
命
じ
、
晉
侯
蘇
が
敵
の
首
一
二
〇
、
捕
虜
二
三
の
戰

果
を
擧
げ
た
こ
と
を
言
う
。
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王
至
于
귉
𩫨
（
城
）、
王

（
親
）
遠
省

（
師
）、
王
至
晉
侯
𩵦
（
蘇
）

（
師
）、王
降
自
車
、立
南
卿
（
嚮
）、
（
親
）
令
（
命
）
晉
侯
𩵦
（
蘇
）

自
西
北
遇
（
隅
）
𦎫
（
敦
）
伐
귉
𩫨
（
城
）。
晉
侯
蚫
（
率
）

（
厥
）

亞
旅
・
小
子
・
똅
人
、
先
𢽣
（
陥
）
入
、
折
首
百
、
執
냭
（
訊
）
十
又
一

夫
。こ

の
段
は
、
王
が
귉
城
に
至
り
、
自
ら
遠
方
よ
り
赴
い
て
諸
軍
の
視
察
を
行
い
、

晉
侯
蘇
の
軍
に
至
る
と
、
車
よ
り
降
り
、
南
向
き
に
立
ち
、
自
ら
晉
侯
蘇
に
西
北

隅
よ
り
귉
城
を
伐
つ
よ
う
命
じ
、
晉
侯
蘇
が
そ
の
「
亞
旅
・
小
子
・
똅
人
」
を
率

い
て
귉
城
を
陥
落
さ
せ
て
入
城
し
、
敵
首
一
〇
〇
・
捕
虜
一
一
の
戰
果
を
擧
げ
た

こ
と
を
言
う
。

「
귉
城
」
は
、
②
馬
承
源
は
「

城
」
と
し
、
地
望
は
今
の
山
東

城
の
東
と

す
る
。
近
出
は
「
勲
城
」
と
す
る
。「
西
北
遇
」
は
、
㉒
松
井
嘉
德
・
㉙
葉
正
渤

は
「
西
北
隅
」
と
す
る
。「
𦎫
（
敦
）
伐
」
は

鐘
（
集
成260　

西
周
晩
期
）・

禹
鼎
（
集
成2833

〜2834　

西
周
晩
期
）
に
も
見
え
、
㉙
葉
正
渤
は
大
規
模
に

攻
撃
す
る
の
意
と
す
る
。

「
亞
旅
・
小
子
・
똅
人
」
に
つ
い
て
は
㉕
木
村
秀
海
が
晉
師
の
構
成
員
で
あ
る

と
す
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
何
者
を
指
す
か
が
問
題
と
な
る
。「
小
子
」
は
、同
氏
の
「
西

周
金
文
に
見
え
る
小
子
に
つ
い
て
―
西
周
の
支
配
機
構
の
一
面
」（『
史
林
』
第

六
四
卷
第
六
號
、
一
九
八
一
年
）
に
、
金
文
に
見
え
る
小
子
と
は
分
家
す
る
子
弟

及
び
分
家
し
た
小
宗
を
指
す
と
し
て
お
り
、こ
こ
で
は
從
軍
し
た
晉
侯
蘇
の
一
族
・

子
弟
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
똅
人
」
に
つ
い
て
は
班
簋
に
も
見
え
、更
に
類
例
と
し
て
叔
夷
鐘
／
鎛
の
「
돌

（
造
）
똅
徒
」
な
ど
が
あ
る
。

班
簋
（
集
成4341　

西
周
早
期
）

…
…
王
令
（
命
）
毛
公
、
갢
（
以
）
邦
冢
君
・
土
（
徒
）
뽨
（
馭
）・
똅
人

伐
東
國
㾓
戎
。
…
…

【
…
…
王
、
毛
公
に
命
じ
て
、
邦
冢
君
・
徒
馭
・
똅
人
を
以
ゐ
て
東
國
㾓
戎

を
伐
た
し
む
。
…
…
】

叔
夷
鐘
／
鎛
（
集
成272

〜284

／285　

春
秋
晩
期
）

…
…
余
命
女
（
汝
）
𤔲
（
司
）

釐
（
萊
）
돌
（
造
）
똅
徒
四
千
、爲
女
（
汝
）

뜙
（
嫡
）
寮
。
…
…

【
…
…
余
、
汝
に
命
じ
て

が
釐
（
萊
）
の
造
똅
徒
四
千
を
司
ら
し
む
、
汝

の
嫡
寮
と
爲
せ
。
…
…
】

特
に
班
簋
で
は
本
銘
と
同
じ
く
兵
員
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
⑨
李
學
勤
は
「
秩

人
」
と
釋
し
、別
稿
の
「
班
簋
續
考
」（『
古
文
字
研
究
』
第
一
三
輯
、一
九
八
六
年
）

で
は
「
雜
役
に
服
す
る
人
」「
あ
る
い
は
糧
草
を
運
輸
す
る
人
」
と
す
る
。
⑳
陳

雙
新
・
㉑
陳
雙
新
・
㉙
葉
正
渤
は
「
똅
」
を
地
名
と
見
て
「
똅
地
の
人
」
と
す
る
。

呉
鎭
烽
は
「
똏
人
」
と
釋
し
、
や
は
り
地
名
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
張
崇
禮

「
釋
金
文
中
的
〝

〞
字
」（『
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
網
站
』

二
〇
一
二
年
五
月
四
日
）
は
、「
똅
」
字
に
關
す
る
用
例
と
こ
れ
ま
で
の
研
究
を

ま
と
め
た
う
え
で
、
こ
の
字
を
呈
聲
、
す
な
わ
ち
壬
聲
に
從
い
、「
徴
」
と
讀
み
、

「
똅
人
」
は
「
徴
人
」、
徴
兵
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
意
味
の
通
り
は
よ
い
が
、

字
釋
に
な
お
疑
問
が
殘
る
。
本
稿
で
は
取
り
敢
え
ず
待
考
と
し
て
お
く
。
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「
亞
旅
」
は
金
文
で
は
他
に
臣
諫
簋
に
用
例
が
見
え
る
。
こ
の
銘
は
缺
字
が
多

く
意
味
が
取
り
に
く
い
が
、
本
銘
と
同
じ
く
兵
員
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

臣
諫
簋　
（
集
成4237　

西
周
中
期
）

隹
戎
大
出
于
軝
、
井
（
邢
）
侯
겟
（
搏
）
戎
。
延
（
誕
）
令
（
命
）
臣
諫
□

□
亞
旅
處
于
軝
。
□
王
□
□
、
…
…

【
隹
れ
戎
、
大
い
に
軝
に
出
で
、
邢
侯
、
戎
を
搏
す
。
誕
に
臣
諫
に
命
じ
て

亞
旅
を
□
□
し
て
軝
に
處
せ
し
む
。
□
王
□
□
、
…
…
】

傳
世
文
獻
で
は
『
尚
書
』
牧
誓
及
び
そ
れ
を
リ
ラ
イ
ト
し
た
『
史
記
』
周
本
紀

に
「
友
邦
冢
君
・
御
事
・ 

司
徒
・
司
馬
・
司
空
・
亞
旅
・
師
氏
・
千
夫
長
・
百
夫

長
」
な
ど
と
あ
り
、『
尚
書
』
立
政
「
司
徒
・
司
馬
・
司
空
・
亞
旅
・
夷
・
微
・

盧
烝
・
三
毫
・
阪
尹
」、『
左
傳
』
成
公
二
年
「
司
馬
・
司
空
・
輿
帥
・
候
正
・
亞
旅
」

も
そ
れ
ぞ
れ
諸
官
と
竝
列
し
て
「
亞
旅
」
が
見
え
て
い
る
。
牧
誓
の
僞
孔
傳
で
は

「
亞
、
次
、
旅
、
衆
也
、
衆
大
夫
」【
亞
は
、
次
、
旅
は
、
衆
な
り
、
衆
大
夫
】
と
し
、

本
銘
の
注
釋
で
も
こ
れ
を
承
け
て
か
、
⑩
李
學
勤
は
「
亞
旅
は
衆
大
夫
で
あ
る
。」

と
し
て
い
る
。
傳
世
文
獻
の
用
例
の
中
で
次
の
『
左
傳
』
文
公
十
五
年
は
や
や
性

質
が
異
な
っ
て
い
る
。

『
左
傳
』
文
公
十
五
年

三
月
、
宋
華
耦
來
盟
。
其
官
皆
從
之
。
…
…
公
與
之
宴
、
辭
曰
、「
君
之
先

臣
督
、
得
罪
於
宋
殤
公
、
名
在
諸
侯
之
策
。
臣
承
其
祀
、
其
敢
辱
君
、
請
承

命
於
亞
旅
。」

【
三
月
、
宋
の
華
耦
、
來
た
り
て
盟
す
。
其
の
官
皆
な
之
に
從
ふ
。
…
…
公
、

之
と
宴
せ
ん
と
す
る
に
、
辭
し
て
曰
は
く
、「
君
の
先
臣
督
、
罪
を
宋
の
殤

公
に
得
、
名
は
諸
侯
の
策
に
在
り
。
臣
、
其
の
祀
を
承
く
る
に
、
其
れ
敢
へ

て
君
を
辱
め
ん
や
、
請
ふ
ら
く
は
命
を
亞
旅
に
承
け
ん
」
と
。】

宋
の
華
耦
が
魯
に
到
來
し
、魯
の
文
公
が
彼
を
宴
席
に
招
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

宋
の
殤
公
を
殺
害
し
た
そ
の
祖
先
の
華
督
の
惡
名
が
魯
の
文
公
を
辱
め
る
こ
と
に

な
る
の
を
恐
れ
て
宴
席
を
辭
退
し
、「
亞
旅
」
の
宴
を
受
け
た
い
と
述
べ
た
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
杜
預
は
「
亞
旅
、
上
大
夫
也
」【
亞
旅
は
、
上
大
夫
な
り
】
と

注
し
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
見
る
と
上
大
夫
に
限
ら
ず
廣
く
群
臣
を
指
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。『
左
氏
會
箋
』
も
こ
の
部
分
の
「
亞
旅
」
を
「
諸
大
夫
」
と
す
る
。

『
左
傳
』
文
公
十
五
年
に
即
す
れ
ば
僞
孔
傳
や
⑩
李
學
勤
の
「
衆
大
夫
」
と
す
る

説
は
妥
當
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
銘
の
「
亞
旅
」
も
晉
侯
の
一
族
子

弟
の
「
小
子
」
や
、
お
そ
ら
く
末
端
の
兵
員
を
指
す
「
똅
人
」
に
對
し
、
廣
く
晉

侯
の
一
族
子
弟
以
外
の
大
夫
に
相
當
す
る
臣
下
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
臣

諫
簋
の
「
亞
旅
」
も
同
じ
く
邢
侯
の
臣
下
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

王
至
淖

列

（
淖
列
、
淖
列
）
尸
（
夷
）
出
奔
。
王
令
（
命
）
晉
侯
𩵦

（
蘇
）
蚫
（
率
）
大
室
小
臣
・
車
僕
、
從
逋
逐
之
。
晉
侯
折
首
百
又
一
十
、

執
냭
（
訊
）
廿
夫
、
大
室
小
臣
・
車
僕
折
首
百
又
五
十
、
執
냭
（
訊
）

六
十
夫
。
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「
淖

列

」
は
本
銘
が
初
見
。
②
馬
承
源
は
夷
人
が
奔
逃
す
る
さ
ま
を
形
容

し
て
い
る
と
し
、
そ
の
意
は
『
廣
雅
』
釋
詁
の
「
淖
淖
、
衆
也
」「
㤠
㤠
、
憂
也
」

を
引
き
、
恐
懼
憂
傷
の
さ
ま
が
甚
だ
し
い
こ
と
を
指
す
と
す
る
。
近
出
・
㉒
松
井

嘉
德
・
㉖
白
川
靜
・
㉙
葉
正
渤
・
㉚
牛
清
波
等
も
そ
の
よ
う
に
讀
ん
で
い
る
。
一

方
、
⑨
李
學
勤
・
新
收
は
「
王
至
淖
列
、
淖
列
夷
出
奔
」
と
區
切
っ
て
地
名
・
族

名
の
よ
う
に
讀
み
、
③
黄
錫
全
は
「
淖
」「
列
」
を
そ
れ
ぞ
れ
地
名
と
し
、「
淖
」

は
高
魚
の
地
で
今
の
山
東

城
縣
西
北
、「
列
」
は
犂
（
黎
）
地
で
今
の
山
東

城
縣
西
四
十
五
里
と
す
る
。
⑮
何
琳
儀
・
⑯
陳
秉
新
も
地
名
説
に
同
意
し
、
⑮
何

琳
儀
は
「
淖
」
は
焦
（

）
地
で
今
の
安
徽
亳
縣
、「
列
」
は
厲
地
で
今
の
河
南

鹿
邑
東
と
し
、
⑯
陳
秉
新
は
今
の
山
東
泗
水
県
東
南
の
蔑
あ
る
い
は
姑
蔑
の
地
と

す
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釋
は
い
さ
さ
か
唐
突
な
印
象
を
受
け
、
㉚
牛
清
波
等
は
金

文
等
の
用
例
か
ら「
至
」の
後
に
地
名
を
受
け
る
場
合
は
必
ず「
至
」の
後
に「
于
」

が
接
續
さ
れ
る
と
、
⑨
李
學
勤
の
見
解
に
反
對
す
る
が
、「
王
至
」
と
あ
り
、
そ

の
後
折
首
・
執
訊
の
戰
果
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
文
脈
上
前
文
の

「
귉
𩫨
（
城
）」
の
よ
う
に
何
ら
か
の
征
伐
の
對
象
が
提
示
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で

あ
る
。
本
稿
で
は
⑨
李
學
勤
な
ど
の
よ
う
に
地
名
・
族
名
と
解
し
て
お
く
こ
と
に

す
る
。

「
大
室
小
臣
・
車
僕
」
に
つ
い
て
は
、
②
馬
承
源
は
「
大
室
小
臣
」
で
官
名
と

見
て
、『
周
禮
』
に
お
い
て
小
臣
は
王
の
大
命
大
事
を
掌
る
大
僕
の
補
佐
官
と
さ

れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
職
務
の
場
所
の
大
部
分
が
王
の
所
在
す
る
大
室
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
銘
に
お
い
て
「
大
室
小
臣
」
と
稱
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
周
禮
』

に
お
い
て
大
僕
が
王
の
軍
旅
に
參
與
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
補
佐

官
で
あ
る
小
臣
も
本
銘
に
お
い
て
王
の
出
征
に
從
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
す
る
。

「
車
僕
」
も
『
周
禮
』
に
お
い
て
「
戎
路
之
萃
」
な
ど
、
す
な
わ
ち
王
の
車
隊
を

掌
る
と
さ
れ
る
車
僕
の
官
と
同
一
視
す
る
。
②
馬
承
源
は
「
大
室
小
臣
・
車
僕
」

は
と
も
に
王
室
の
車
隊
・
兵
員
で
あ
り
、
晉
侯
蘇
の
部
隊
は
直
接
王
の
指
揮
を
受

け
て
い
た
と
す
る
。
㉕
木
村
秀
海
も
同
樣
に
こ
れ
ら
が
王
師
の
大
部
分
で
あ
る
と

す
る
が
、
た
だ
し
「
大
室
・
小
臣
・
車
僕
」
と
三
つ
に
區
切
り
、「
大
室
」
は
大

室
す
な
わ
ち
大
采
地
・
大
采
邑
を
有
す
る
上
・
中
大
夫
層
を
指
し
、「
小
臣
」
は

下
級
貴
族
を
含
む
小
官
を
指
し
、「
車
僕
」
は
そ
れ
よ
り
下
層
の
、「
夷
僕
」「
衆
僕
」

の
よ
う
な
戰
士
（
戰
車
兵
）
で
あ
る
と
す
る
。
一
方
、⑩
李
學
勤
は
「
大
室
小
臣
・

車
僕
」
を
厲
王
三
十
三
年
時
の
在
世
の
晉
侯
で
あ
る
靖
侯
の
屬
臣
・
車
僕
を
指
し
、

「
大
室
」
は
蘇
の
祖
父
靖
侯
に
對
し
て
言
っ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
段
で
「
晉
侯
」

と
「
大
室
小
臣
・
車
僕
」
の
戰
果
が
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

「
大
室
小
臣
・
車
僕
」
は
晉
で
は
な
く
王
の
兵
員
と
見
る
方
が
妥
當
で
あ
る
。「
大

室
小
臣
」
の
語
の
區
切
り
に
つ
い
て
は
、
金
文
で
他
に
「
大
室
」
を
單
獨
で
職
官

や
貴
族
の
階
層
を
示
す
呼
稱
と
し
て
使
用
し
て
い
る
例
が
な
く
、
㉕
木
村
秀
海
の

續
稿
「
甲
骨
文
・
金
文
の
小
臣
に
つ
い
て
―
具
體
例
檢
討
」（『
人
文
論
究
』
第

五
五
卷
第
二
號
、
關
西
學
院
大
學
人
文
學
會
、
二
〇
〇
五
年
）
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
「
馬
小
臣
」「
内
小
臣
」
な
ど
、「
某
小
臣
」
の
一
種
と
見
た
方
が
良
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

「
逋
逐
之
」
は
、
②
馬
承
源
は
『
説
文
解
字
』
の
「
逋
、
亡
也
」
な
ど
を
引
き
、

逃
亡
す
る
夷
人
を
追
っ
て
捕
ら
え
る
こ
と
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
新
收
・
⑯
陳
秉
新
・

㉑
陳
雙
新
・
㉖
白
川
靜
・
㉘
胡
長
春
・
㉙
葉
正
渤
は
「
逋
」
字
の
部
分
を
「
述
」

あ
る
い
は
「
述
（
遂
）」
と
す
る
。「
逋
」
字
は
金
文
で
は
初
見
。「
逋
」
と
「
述
」

の
旁
の
部
分
は
字
形
が
類
似
し
て
い
る
が
、「
述
」
の
場
合
は
旁
の
上
部
に
兩
點
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が
あ
る
。
本
銘
の
拓
本
を
參
照
す
る
と
兩
點
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
③
黄

錫
全
の
模
本
で
は
兩
點
が
な
く
、「
逋
」
字
の
字
形
の
方
が
近
い
。
⑥
模
釋
總
集

の
模
本
で
は
「
之
」
の
上
の
二
字
を
缺
釋
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
③
黄
錫
全
の

模
本
を
根
據
と
し
、「
逋
」
字
と
見
て
お
く
。（
左
圖
參
照
。
上
段
は
③
黄
錫
全
の

模
本
の
「
逋
逐
之
」
の
部
分
、
中
段
は
『
金
文
編
』
二
三
〇
頁
の
「
甫
」
字
、
下

段
は
同
一
〇
二
頁
「
逐
」
字
。）

こ
の
段
は
王
が
淖
列
の
地
に
至
る
と
、
こ
の
地
の
夷
が
出
奔
し
、
王
が
晉
侯
蘇

に
命
じ
て
そ
の
配
下
や
車
兵
を
率
い
て
追
撃
さ
せ
、
そ
の
結
果
晉
侯
は
敵
首

一
一
一
・
捕
虜
二
〇
、
王
の
部
隊
は
敵
首
一
五
〇
・
捕
虜
六
〇
の
戰
果
を
擧
げ
た

こ
と
を
言
う
。

王
隹
反
、
歸
在
成
周
。
公
族
整

（
師
）
宮
。

「
王
隹
反
」
の
「
反
」
字
は
通
常
「
返
」
の
意
に
讀
ま
れ
る
が
、
そ
う
す
る
と

下
の
「
歸
」
字
と
意
味
が
重
な
る
。
本
銘
の
よ
う
な
征
伐
に
關
わ
る
金
文
の
「
反
」

字
に
つ
い
て
、
李
守
奎
「「
據
淸
華
簡
《
繋
年
》〝
克
反
邑
商
〞
釋
讀
小
臣
單

中

的
〝
反
〞
與
包
山
簡
中
的
〝
鈑
〞」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
編
『
簡
帛
』
第
九
輯
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
は
、
淸
華
簡
『
繋
年
』
第
一
章
の
武
王
克
商

の
こ
と
を
記
し
た
「
以
克
反
商
邑
、

（
敷
）
政
天
下
」【
以
て
克
ち
て
商
邑
を

反く
つ
が
えし
、
政
を
天
下
に
敷
く
】
を
手
掛
か
り
と
し
、
從
來
「
叛
」「
返
」
と
釋
讀
さ

れ
て
い
た
小
臣
單

（
集
成6512　

西
周
早
期
）
の
「
王
後
꼩
（
反
）
克
商
、

才
（
在
）
成

（
師
）」、
旅
鼎
（
集
成2728　

西
周
早
期
）
の
「
隹
（
唯
）
公

大
保
來
伐
反
夷
年
」
な
ど
の
「
反
」
字
は
、『
説
文
解
字
』
の
「
反
、覆
也
」【
反
は
、

覆
な
り
】
に
よ
っ
て
「
覆
」
の
意
で
あ
り
、「
꼩
（
反
）」
字
は
手
で
崖
を
毀
つ
形

で
あ
り
、「
毀
壞
」
が
そ
の
本
義
で
あ
る
と
す
る
。
本
銘
の
「
反
」
字
も
敵
軍
を

覆
す
の
意
で
讀
ん
だ
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
王
隹
反
」
の
句
に
つ
い
て
は
、
通
常
句
頭
に
置
か
れ
る
「
隹
」
字
が
こ
こ
で

は
句
中
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
武
振
玉
『
兩
周
金
文
虚
詞
研
究
』（
綫
裝
書
局
、

二
〇
一
〇
年
）、
二
八
二
〜
二
八
三
頁
は
、
こ
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
、「
唯
＋
動

詞
」
の
形
式
に
は
時
間
を
表
示
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
が
、「
唯
」
自

體
は
語
氣
詞
と
し
て
強
調
の
作
用
を
起
こ
す
と
す
る
。

「
歸
在
成
周
。
公
族
整

（
師
）
宮
」
に
つ
い
て
は
、②
馬
承
源
は
「
歸
在
成
周
。

公
族
整

（
師
）、
宮
」
と
區
切
り
、「
公
族
整

（
師
）」
は
公
族
の
官
が
師
旅

を
整
頓
し
た
の
意
と
す
る
。「
宮
」
は
、『
禮
記
』
祭
法
に
「
王
宮
、
祭
日
」【
王

宮
は
、
日
を
祭
る
】
と
あ
り
、
鄭
玄
注
に
「
王
宮
、
日
壇
。
王
、
君
也
。
日
稱
君
。

宮
・
壇
、
營
域
也
」【
王
宮
は
、
日
壇
。
王
は
、
君
な
り
。
日
は
君
を
稱
ふ
。
宮
・

壇
は
、
營
域
な
り
。】
と
あ
る
の
を
引
き
、
王
が
戰
勝
の
後
に
壇
を
築
い
て
祭
日

の
禮
を
行
う
こ
と
を
指
す
と
す
る
。
近
出
・
吳
鎭
烽
・
㉘
胡
長
春
も
②
馬
承
源
の

句
點
を
踏
襲
す
る
が
、
金
文
の
「
宮
」
字
に
他
に
こ
の
よ
う
な
用
例
が
な
い
こ
と

が
難
點
と
な
る
。
⑨
李
學
勤
は
こ
の
段
を
「
王
隹
反
歸
、在
成
周
公
族
整

（
師
）

宮
」
と
區
切
り
、「
公
族
整

（
師
）
宮
」
を
成
周
所
在
の
宮
名
と
見
る
。
⑲
彭

裕
商
・
㉑
陳
雙
新
・
㉒
松
井
嘉
德
・
㉙
葉
正
渤
も
こ
の
説
を
踏
襲
し
、
特
に
㉙
葉

正
渤
は
「
公
族
整
師
宮
」
は
宗
族
が
所
有
す
る
整
師
宮
を
言
う
と
す
る
。
あ
る
い



晉
侯
蘇
鐘

七
二

は
公
族
官
の
名
を
「
整

（
師
）」
と
い
う
者
の
宮
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
宮
名
と
見
た
場
合
、
名
稱
と
し
て
不
自
然
な
印
象
を
受

け
る
。
㉖
白
川
靜
は
「
公
族
、
師
を
宮
に
整
ふ
」
と
訓
じ
る
。
こ
の
部
分
は
「
公

族
整

（
師
）」
で
第
九
鐘
の
銘
文
が
終
わ
り
、
次
の
第
一
〇
鐘
が
「
宮
」
字
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
こ
の
閒
に
文
句
の
脱
落
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
拙
稿
「
西
周
期
の
祭
祀
儀
禮
中
に
お
け
る
獻
捷
儀
禮
の
展
開
」（『
中
國
古

代
史
論
叢
』、
立
命
館
東
洋
史
學
會
叢
書
、
二
〇
〇
四
年
。
後
に
『
西
周
期
に
お

け
る
祭
祀
儀
禮
の
硏
究
』、
朋
友
書
店
、
二
〇
一
四
年
に
收
錄
）
で
は
、
こ
の
觀

點
か
ら
取
り
敢
え
ず
「
公
族
、
（
師
）
を
整
ふ
。
宮
に
あ
り
」
と
訓
じ
て
お
い
た
。

し
か
し
こ
れ
も
鐘
の
區
切
り
以
外
明
確
な
根
據
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
で

は
改
め
て
よ
り
不
自
然
さ
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
㉖
白
川
靜
の
解
釋
を
採
っ
て
お

く
こ
と
に
す
る
。

「
公
族
」
に
つ
い
て
は
、
②
馬
承
源
は
『
史
記
』
晉
世
家
の
「
成
公
元
年
、
賜

趙
氏
爲
公
族
」【
成
公
元
年
、
趙
氏
に
賜
ひ
て
公
族
と
爲
す
】
と
、
そ
の
集
解
に

引
く
服
虔
の
解
釋
「
公
族
、
大
夫
也
」【
公
族
は
、
大
夫
な
り
。】
を
引
い
て
「
公
」

と
同
姓
の
官
員
と
す
る
。「
公
族
」
は
他
に
毛
公
鼎
（
集
成2841　

西
周
晩
期
）・

番
生
簋
蓋
（
集
成4326　

西
周
晩
期
）
な
ど
に
見
え
、
木
村
秀
海
「
西
周
官
制

の
基
本
構
造
」（『
史
學
雜
誌
』
第
九
四
卷
第
一
號
、一
九
八
五
年
）
で
は
、「
公
族
」

は
公
族
（
王
族
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
王
家
の
家
政
を
掌
管
す
る
官
で
あ

り
、
西
周
期
に
「
公
族
寮
」
と
い
う
官
廳
が
存
在
し
た
と
す
る
。
た
だ
、
そ
う
だ

と
す
る
と
な
ぜ
「
王
族
」
で
は
な
く
「
公
族
」
な
の
か
と
い
う
疑
問
は
殘
る
が
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
待
考
と
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
段
は
王
が
成
周
に
歸
還
し
、
公
族
の
官
が
宮
廟
で
師
旅
を
整
え
た
こ
と
を

言
う
。

六
月
初
吉
戊
寅
、
旦
、
王
各
（
格
）
大
室
、
即
立
（
位
）。
王
乎
（
呼
）

善
（
膳
）
夫
曰
、「
召
晉
侯
𩵦
（
蘇
）
入
門
、
立
中
廷
。」
王

（
親
）
易

（
賜
）
駒
四
匹
。
𩵦
（
蘇
）
𢳎
（
拜
）
𩒨
（
稽
）
首
、
受
駒
갢
（
以
）
出
、

反
（
返
）
入
（
納
）、
𢳎
（
拜
）
𩒨
（
稽
）
首
。

こ
の
段
は
六
月
初
吉
戊
寅
の
日
に
、
王
が
宮
廟
の
大
室
に
お
い
て
自
ら
晉
侯
蘇

に
對
す
る
賞
賜
の
儀
禮
を
施
行
し
、
褒
賞
と
し
て
子
馬
四
頭
を
與
え
、
晉
侯
蘇
が

返
謝
の
拜
禮
を
行
っ
た
こ
と
を
記
す
。

「
戊
寅
」の
干
支
番
號
は
15
で
あ
る
。
⑨
李
學
勤
は
、本
銘
が
厲
王
三
十
三
年（
前

八
四
六
年
）
の
事
件
の
記
錄
で
あ
る
と
い
う
前
提
か
ら
、
張
培
瑜
の
『
中
國
先
秦

史
暦
表
』
で
は
こ
の
年
の
六
月
は
己
卯
（
16
）
が
朔
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

一
日
ず
れ
て
お
り
、
戊
寅
が
朔
で
あ
る
と
す
る
。
⑩
陳
久
金
は
そ
の
點
を
不
審
と

し
、
本
銘
が
厲
王
で
は
な
く
宣
王
三
十
三
年
の
事
件
の
記
錄
で
あ
り
、
更
に
前
引

の
よ
う
に
宣
王
三
十
三
年
が
前
七
九
五
年
で
は
な
く
前
七
九
四
年
に
當
た
る
と
い

う
結
論
を
導
き
出
す
。

「
善
（
膳
）
夫
曰
」
の
「
曰
」
字
に
つ
い
て
、⑨
・
⑬
李
學
勤
は
「
曶
」
字
と
し
、

膳
夫
の
人
名
と
す
る
。
⑮
李
仲
操
・
㉑
陳
雙
新
・
㉚
牛
清
波
等
も
そ
れ
を
踏
襲
す

る
。
㉚
牛
清
波
等
は
特
に
「
口
」
の
上
の
曲
筆
の
部
分
に
小
さ
な
横
棒
が
見
え
、

こ
の
字
は
上
部
の
「
爪
」
と
下
部
の
「
曰
」
と
が
と
も
に
一
筆
少
な
い
だ
け
で
あ

る
と
し
て
い
る
が
、
曲
筆
の
部
分
の
横
棒
は
傷
と
判
別
が
つ
き
に
く
く
、
③
黄
錫

全
と
⑥
模
釋
總
集
の
模
本
も
こ
れ
を
拾
っ
て
い
な
い
。
上
部
の
「
爪
」
と
下
部
の



七
三

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

「
曰
」
の
部
分
の
筆
畫
が
少
な
い
と
い
う
の
も
強
引
に
す
ぎ
よ
う
。
本
稿
で
は
こ

の
字
を
「
曰
」
と
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

賞
賜
を
受
け
た
後
の
晉
侯
蘇
に
よ
る
返
謝
の
儀
節
で
あ
る
「
𩵦
（
蘇
）
𢳎
（
拜
）

𩒨
（
稽
）
首
、
受
駒
갢
（
以
）
出
、
反
（
返
）
入
（
納
）」
に
つ
い
て
、
⑲
・
㉓

彭
裕
商
は
と
も
に
宣
王
期
の
器
と
す
る
頌
鼎
／
簋
／
壺
（
集
成2827

〜2829

／

4332

〜4339

／9731
〜9732　

西
周
晩
期
）
の
「
頌
𢳎
（
拜
）
𩒨
（
稽
）
首
、

受
令
（
命
）
册
、佩
갢
（
以
）
出
、反
（
返
）
入
（
納
）
堇
（
瑾
）
章
（
璋
）」【
頌
、

拜
稽
首
し
、
命
册
を
受
け
、
佩
び
て
以
て
出
で
、
瑾
璋
を
返
納
す
。】
及
び
膳
夫

山
鼎
（
集
成2825　

西
周
晩
期
）
の
「
山
𢳎
（
拜
）
𩒨
（
稽
）
首
、受
册
佩
갢
（
以
）

놃
（
出
）、
反
（
返
）
入
（
納
）
堇
（
瑾
）
章
（
璋
）」【
山
、
拜
稽
首
し
、
册
を

受
け
て
佩
び
て
以
て
出
で
、瑾
璋
を
返
納
す
。】と
の
類
似
を
指
摘
す
る
。
ま
た
⑲
・

㉓
彭
裕
商
以
後
に
發
見
の
銘
文
で
は
、
四
十
二
年

鼎
（
新
收745　

西
周
晩
期
）

に
「

𢳎
（
拜
）
𩒨
（
稽
）
首
、受
册
붯
（
釐
）、
갢
（
以
）
出
」【

、拜
稽
首
し
、

册
釐
を
受
け
て
、以
て
出
づ
。】、四
十
三
年

鼎
（
新
收747
〜756　

西
周
晩
期
）

に
「

𢳎
（
拜
）
𩒨
（
稽
）
首
、受
册
갢
（
以
）
出
、反
（
返
）
入
（
納
）
堇
（
瑾
）

圭
」【

、
拜
稽
首
し
、
册
を
受
け
て
以
て
出
で
、
瑾
圭
を
返
納
す
。】
と
あ
り
、

こ
れ
ら
も
宣
王
期
の
銘
と
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
膳
夫
山
鼎
に
つ
い
て
は
⑰
夏
商
周

斷
代
工
程
專
家
組
や
㉔
吉
本
道
雅
は
厲
王
三
十
七
年
の
銘
と
す
る
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
本
銘
に
見
え
る
よ
う
な
返
謝
の
儀
節
は
厲
王
・
宣
王
期
特
有
の
儀
節
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
本
銘
の
場
合
は
「
反
（
返
）
入
（
納
）」
と
だ
け
あ
っ
て

返
納
し
た
も
の
を
記
さ
ず
、そ
の
「
反
（
返
）
入
（
納
）」
の
後
に
再
度
「
𢳎
（
拜
）

𩒨
（
稽
）首
」を
行
っ
た
と
あ
る
點
が
不
審
で
あ
る
。
や
は
り
文
句
の
脱
落
を
疑
っ

た
方
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
賞
賜
に
つ
い
て
、㉑
陳
雙
新
は
巡
守
に
隨
行
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
し
、

㉕
木
村
秀
海
は
「
下
賜
品
の
輕
さ
を
見
る
と
と
り
あ
え
ず
の
勞
い
と
思
わ
れ
る
。」

と
す
る
。
㉑
陳
雙
新
の
見
解
は
次
の
克
鐘
／
克
鎛
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

克
鐘
／
克
鎛
（
集
成204

〜208

／209　

西
周
晩
期
）

…
…
王
才
（
在
）
周
康
剌
（
厲
）
宮
、王
乎
（
呼
）
士
曶
召
克
、王
親
令
（
命
）

克
、

涇
東
至
于
京

（
師
）。
易
（
賜
）
克
佃
車
馬
乘
。
…
…

【
…
…
王
、
周
の
康
厲
宮
に
在
り
、
王
、
士
曶
を
呼
び
て
克
を
召
さ
し
め
、

王
親
ら
克
に
命
じ
、
涇
東
を

し
て
京
師
に
至
ら
し
む
。
克
に
佃
車
馬
乘
を

賜
ふ
。
…
…
】

こ
の
銘
で
は
克
が
王
よ
り
「

」
す
な
わ
ち
巡
守
を
命
じ
ら
れ
、
そ
の
褒
賞
と

し
て
車
馬
を
與
え
ら
れ
て
い
る
。
本
銘
の
よ
う
に
王
が
「
駒
」
を
賜
っ
て
い
る
例

と
し
て
は
、
以
下
の
四
銘
が
あ
る
。

駒
尊
（
器
體
）（
集
成6011　

西
周
中
期
）

隹
王
十
又
二
月
、
辰
才
（
在
）
甲
申
、
王
初
執
駒
于
덈
。
王
乎
（
呼
）
師

召

。
王
親
旨
（
詣
）

駒
、
易
（
賜
）
兩
。
…
…

【
隹
れ
王
の
十
又
二
月
、
辰
は
甲
申
に
在
り
、
王
、
初
め
て
駒
を
덈
に
執
る
。

王
、
師

を
呼
び
て

を
召
さ
し
む
。
王
、
親
ら

に
駒
を
詣
し
、
兩
を
賜

ふ
。
…
…
】

達

（
新
收692

〜694　

西
周
中
期
）

…
…
王
才
（
在
）
周
、
執
駒
于
滆
㡴
。
王
乎
（
呼
）
巂
趩
召
達
、
王
易
（
賜
）
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達
駒
。
…
…

【
…
…
王
、
周
に
在
り
、
駒
を
滆
㡴
に
執
る
。
王
、
巂
趩
を
呼
び
て
達
を
召

さ
し
め
、
王
、
達
に
駒
を
賜
ふ
。
…
…
】

作
册
呉

（
呉
鎭
烽14797　

西
周
中
期
前
段
）

隹
卅
年
四
月
既
生
霸
壬
午
、
王
才
（
在
）
망
、
執
駒
于
망
南
林
、
衣
（
卒
）

執
駒
。
王
乎
（
呼
）

偈
召
乍
（
作
）
册
呉
、
立

門
。
王
曰
、「
易
（
賜
）

駒
。」
呉
拜
稽
首
、
受
駒
護
（
以
）
出
。
…
…

【
隹
れ
卅
年
四
月
既
生
霸
壬
午
、
王
、
망
に
在
り
、
駒
を
망
の
南
林
に
執
る
、

執
駒
を
卒
ふ
。
王
、

偈
を
呼
び
て
作
册
呉
を
召
し
、

門
に
立
た
し
む
。

王
曰
は
く
、「
駒
を
賜
ふ
」
と
。
呉
、拜
し
稽
首
し
、駒
を
受
け
て
以
て
出
づ
。

…
…
】

묪
鼎　
（
集
成2742　

西
周
中
期
）

…
…
王
才
（
在
）
豐
、
王
乎
（
呼
）

弔
（
叔
）
召
묪
、
易
（
賜
）
駒
兩
。

…
…

【
…
…
王
、
豐
に
在
り
、
王
、
叔
を
呼
び
て
묪
を
召
さ
し
め
、
駒
兩
を
賜
ふ
。

…
…
】

こ
の
う
ち

駒
尊
・
達

・
作
册
呉

は
執
駒
の
禮
の
後
に
そ
の
駒
を
賜
っ
て

い
る
事
例
で
あ
る
が
、
묪
鼎
の
方
は
駒
を
賜
る
事
由
が
わ
か
ら
な
い
。
同
じ
く
執

駒
の
禮
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
克
鐘
／
克
鎛
の
よ
う
に
巡
守
な
ど
そ
の
他
の
事

由
に
よ
る
「
と
り
あ
え
ず
の
勞
い
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
銘
は
と
も

に
作
器
者
が
王
の
も
と
に
誘
導
さ
れ
る
際
の
形
式
が
、
本
銘
と
同
じ
く
「﹇
王
﹈

呼
﹇
介
添
え
﹈
召
﹇
作
器
者
﹈」
と
な
っ
て
い
る
點
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
執
駒

の
禮
の
用
例
が
目
立
つ
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
本
銘
の
こ
の
部
分
は
前
文
の
遠
征

と
は
無
關
係
な
執
駒
の
禮
の
際
の
賞
賜
の
記
述
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

丁
亥
、
旦
、
王
䱒
（
御
）
于
邑
伐
宮
。
庚
寅
、
旦
、
王
各
（
格
）
大
室
。

𤔲
（
司
）
工
（
空
）
륬
（
揚
）
父
入
右
晉
侯
𩵦
（
蘇
）、王

（
親
）
儕
（
齎
）

晉
侯
𩵦
（
蘇
）
뾭
（
秬
）
鬯
一

・
弓
矢
百
・
馬
四
匹
。

「
王
䱒
（
御
）
于
邑
伐
宮
」
の
「
䱒
」
字
は
本
銘
が
初
見
。
②
馬
承
源
は
「
御
」

字
に
讀
み
、『
詩
經
』
大
雅
・
文
王
之
什
・
思
齊
「
以
御
于
家
邦
」【
以
て
家
邦
に

御
す
】
の
鄭
箋
に
「
御
、
治
也
」【
御
は
、
治
な
り
】
と
あ
る
の
を
引
き
、「
治
事
」

の
意
味
と
す
る
。
⑮
李
仲
操
は
、「
䱒
」
字
は
『
説
文
』
の
「
𨟂
」
字
で
あ
り
、

音
は
示
、「
施
」
と
讀
み
、
爵
賞
を
施
す
の
意
と
す
る
。
㉙
葉
正
渤
は
、「
䱒
」
字

は
「
禦
」
と
讀
み
、「
祭
」
の
意
と
す
る
。
い
ず
れ
と
も
定
め
が
た
い
が
、
取
り

敢
え
ず
②
馬
承
源
の
解
釋
を
採
っ
て
お
く
。「
邑
伐
宮
」
に
つ
い
て
は
、
㉙
葉
正

渤
は
、「
邑
」
は
成
周
洛
邑
を
指
し
、「
伐
宮
」
は
洛
邑
に
位
置
す
る
宮
名
と
す
る
。

⑦
高
澤
浩
一
は
、
前
文
の
「
王
隹
反
（
返
）、
歸
在
成
周
」
以
後
、
王
が
他
の
土

地
に
移
動
し
た
と
い
う
記
述
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
邑
伐
宮
」
も
成
周

に
在
る
と
す
る
。
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
り
、「
邑
伐
宮
」
の
「
邑
」
と
は
金
文

に
お
け
る
成
周
の
別
稱
「
新
邑
」
の
略
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
前
述
の

よ
う
に
、
前
文
の
「
反
（
返
）
入
（
納
）」
と
「
𢳎
（
拜
）
𩒨
（
稽
）
首
」
と
の

閒
に
文
句
の
脱
落
を
疑
う
と
す
れ
ば
、「
邑
」
が
宗
周
・
周
原
な
ど
他
の
土
地
を

指
す
可
能
性
も
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

「
庚
寅
」以
下
が
二
度
目
の
賞
賜
と
な
り
、㉑
陳
雙
新
は
戰
功
に
よ
る
も
の
と
し
、
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㉕
木
村
秀
海
は
「
本
格
的
な
凱
旋
儀
禮
」
と
位
置
づ
け
る
。
㉔
吉
本
道
雅
は
、
前

文
の
「
六
月
初
吉
戊
寅
（
15
）」
に
對
し
、
丁
亥
（
24
）・
庚
寅
（
27
）
は
同
月
で

あ
っ
た
と
し
て
も
初
吉
に
は
屬
し
得
ず
、「
丁
亥
」
の
前
に
月
名
・
月
相
が
缺
け

て
い
る
と
し
、
こ
の
部
分
か
ら
は
別
の
資
料
か
ら
の
筆
寫
で
あ
る
と
見
な
し
て
い

る
。
し
か
し
前
述
の
⑪
馮
時
の
指
摘
の
よ
う
に
金
文
で
は
同
月
内
の
干
支
で
あ
れ

ば
月
名
は
省
略
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
部
分
で
は
月
名
・
月
相
の

缺
如
を
根
據
に
別
の
資
料
か
ら
の
筆
寫
を
疑
わ
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
な
い
。

と
な
れ
ば
、「
大
室
」
は
當
然
「
伐
宮
」
の
大
室
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
晉
侯

蘇
を
介
添
え
す
る
「
𤔲
（
司
）
工
（
空
）
륬
（
揚
）
父
」
に
つ
い
て
は
、
⑪
馮
時

は
𠑇

（
集
成10285　

西
周
晩
期
）
及
び
『
國
語
』
周
語
上
に
見
え
る
伯
揚
父

で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
誘
導
の
形
式
は
六
月
初
吉
戊
寅
の
時
と
は
異
な
り
、「﹇
介

添
え
﹈
入
右
﹇
作
器
者
﹈」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
册
命
儀
禮
で
採
ら
れ
る
の

と
同
樣
の
形
式
で
あ
る
。
た
だ
、
賞
賜
品
は
王
自
ら
が
賜
っ
て
い
る
。
②
馬
承
源

は
、「
儕
」
字
は
「
齎
」
と
讀
み
、
送
る
の
意
と
す
す
る
。

賞
賜
品
に
つ
い
て
、㉑
陳
雙
新
は
毛
公
鼎（
集
成2841　

西
周
晩
期
）・
牧
簋（
集

成4343　

西
周
中
期
）
な
ど
の
事
例
を
參
照
し
、「
뾭
（
秬
）
鬯
一

」「
馬
四
匹
」

の
賞
賜
は
王
の
重
臣
に
對
す
る
も
の
で
、
規
格
の
高
さ
が
見
て
と
れ
る
と
す
る
。

そ
し
て
伯
䢅
鼎
（
集
成2816　

西
周
中
晩
期
）・
小
盂
鼎
（
集
成2839　

西
周
早

期
）・
宜
侯

簋
（
集
成4320　

西
周
早
期
）・

季
子
白
盤
（
集
成10173　

西

周
晩
期
）
な
ど
の
事
例
を
參
照
し
、
弓
矢
の
賞
賜
は
戰
爭
に
關
わ
る
も
の
で
あ
る

と
し
、
傳
世
文
獻
で
は
晉
文
侯
が
平
王
を
擁
立
し
た
こ
と
に
よ
る
『
尚
書
』
文
侯

之
命
の
賞
賜
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
。
文
侯
之
命
で
は
「
用
賚
爾
秬
鬯
一

・
彤

弓
一
・
彤
矢
百
・
盧
弓
一
・
盧
矢
百
・
馬
四
匹
。」【
用
て
爾
に
秬
鬯
一

・
彤
弓

一
・
彤
矢
百
・
盧
弓
一
・
盧
矢
百
・
馬
四
匹
を
賚
す
。】
と
あ
る
。
た
だ
、
こ
の

う
ち
伯
䢅
鼎
・
宜
侯

簋
は
諸
侯
の
封
建
の
際
の
賜
與
で
あ
り
、
文
侯
之
命
も
晉

侯
に
對
す
る
賞
賜
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
銘
の
場
合
も
戰
功
に
對
應
し
た

も
の
と
い
う
よ
り
、
晉
侯
蘇
の
諸
侯
と
し
て
の
身
分
に
對
應
し
た
も
の
と
見
た
方

が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
段
は
丁
亥
の
日
に
王
が
邑
の
伐
宮
に
臨
御
し
、
庚
寅
の
日
に
伐
宮
の
大
室

で
司
空
揚
父
を
介
添
え
役
と
し
て
晉
侯
蘇
を
招
き
、
王
自
ら
秬
鬯
す
な
わ
ち
黒
黍

と
鬱
金
で
作
っ
た
酒
一

・
弓
矢
百
揃
い
・
馬
四
頭
を
與
え
た
こ
と
を
言
う
。

𩵦
（
蘇
）
敢
륽
（
揚
）
天
子
不
（
丕
）
顯
魯
休
、用
乍
（
作
）
元
龢
（
和
）

륬
（
揚
）
鐘
、
用
卲
（
昭
）
各
（
格
）

文

人

（
前
文
人
。
前
文

人
）
其
嚴
才
（
在
）
上
、

（
翼
）
才
（
在
）
下
、
𣀂

（
𣀂
𣀂
）
뽃

（
뽃
뽃
）、
降
余
多
福
。
𩵦
（
蘇
）
其
邁
（
萬
）
年
無
彊
（
疆
）。
子

（
子
子
）
孫

（
孫
孫
）、
永
寶
茲
鐘
。

こ
の
段
は
晉
侯
蘇
が
天
子
の
恩
寵
に
感
謝
し
て
本
器
を
作
っ
た
こ
と
、
本
器
に

よ
っ
て
「
前
文
人
」
す
な
わ
ち
祖
先
を
顯
彰
し
、
天
上
あ
る
い
は
下
界
か
ら
祖
先

が
自
分
に
多
福
と
長
命
を
も
た
ら
す
よ
う
期
待
す
る
こ
と
、
そ
し
て
子
々
孫
々
永

久
に
本
器
を
寶
と
す
る
よ
う
命
じ
た
こ
と
を
言
う
。

「
元
龢
륬
（
揚
）
鐘
」
に
つ
い
て
は
、
⑯
陳
秉
新
は
「
元
龢
」
を
「
美
好
調
和
」

す
な
わ
ち
美
し
く
調
和
の
と
れ
た
の
意
と
す
る
。
そ
し
て
「
륬
（
揚
）
鐘
」
は
楚

公
랛
鐘
（
集
成42　

西
周
中
晩
期
）
の
「

鐘
」
と
同
じ
と
し
、
于
省
吾
の
解

釋
を
引
い
て
良
銅
の
意
と
す
る
。
㉙
葉
正
渤
は
「
元
龢
륬
（
揚
）
鐘
」
を
鐘
の
名
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と
す
る
が
、
や
は
り
單
に
鐘
を
形
容
す
る
語
と
見
な
し
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

銘
文
に
は
「
用
乍
（
作
）
元
龢
（
和
）
륬
（
揚
）
鐘
」
と
あ
る
が
、
器
制
の
部

で
言
及
し
た
よ
う
に
、
本
銘
は
既
成
の
器
に
後
か
ら
刻
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見

ら
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
お
か
し
い
。

「
用
卲
（
昭
）
各
（
格
）
前
文
人
」
以
下
は
い
わ
ゆ
る
嘏
辭
に
當
た
り
、
連
ね

ら
れ
て
い
る
語
彙
は
い
ず
れ
も
金
文
中
の
常
用
語
句
で
あ
る
。「
𣀂
𣀂
뽃
뽃
」
の

語
釋
に
つ
い
て
は
本
誌
第
二
號
の
「
金
文
通
解
」
馬
越
靖
史
氏
担
當
の
「
뎾
盤
」

を
參
照
。「
廣
く
満
ち
わ
た
る
」
の
意
で
あ
る
。

訓
讀隹

れ
王
の
卅
又
三
年
、
王
、
親
ら
東
國
・
南
國
を

省
す
。
正
月
既
生
霸
戊
午
、

王
、
歩
す
る
に
宗
周
自
り
す
。
二
月
既
望
癸
卯
、
王
、
入
り
て
成
周
に
格
る
。
二

月
既
死
霸
壬
寅
、
王
、
續つ

ぎ
て
東
に
往
く
。
三
月
方
死
霸
、
王
、
쑮
に
至
り
、
分

行
す
。
王
、
親
ら
晉
侯
蘇
に
命
ず
ら
く
、「
乃
の
師
を
率
ゐ
て
左
し
て
둅
を

わ
た

り
、

北
し
て
﹇
둅
﹈
を

り
、
夙
夷
を
伐
て
」
と
。
晉
侯
蘇
、
折
首
百
又
廿
、
執
訊
廿

又
三
夫
あ
り
。
王
、
귉
城
に
至
る
、
王
、
親
ら
師
を
遠
省
す
、
王
、
晉
侯
蘇
の
師

に
至
り
、
王
、
車
自
り
降
り
、
立
ち
て
南
嚮
し
、
親
ら
晉
侯
蘇
に
命
じ
て
西
北
隅

自
り
귉
城
を
敦
伐
せ
し
む
。
晉
侯
、
厥
の
亞
旅
・
小
子
・
똅
人
を
率
ゐ
て
、
先
ん

じ
て
陥
入
す
、
折
首
百
、
執
訊
十
又
一
夫
あ
り
。
王
、
淖
列
に
至
り
、
淖
列
夷
、

出
奔
す
。
王
、
晉
侯
蘇
に
命
じ
て
大
室
小
臣
・
車
僕
を
率
ゐ
、
從
ひ
て
之
を
逋
逐

せ
し
む
。
晉
侯
、
折
首
百
又
一
十
、
執
訊
廿
夫
あ
り
、
大
室
小
臣
・
車
僕
、
折
首

百
又
五
十
、
執
訊
六
十
夫
あ
り
。

王
、
隹
れ
反

く
つ
が
えし
、
歸
り
て
成
周
に
在
り
。
公
族
、
師
を
宮
に
整
ふ
。

六
月
初
吉
戊
寅
、
旦
、
王
、
大
室
に
格
り
、
位
に
即
く
。
王
、
膳
夫
を
呼
び
て

曰
は
く
、「
晉
侯
蘇
を
召
し
て
門
に
入
り
、
中
廷
に
立
た
し
め
よ
」
と
。
王
、
親

ら
駒
四
匹
を
賜
ふ
。
蘇
、
拜
稽
首
し
、
駒
を
受
け
て
以
て
出
で
、
返
納
し
、
拜
稽

首
す
。

丁
亥
、
旦
に
、
王
、
邑
の
伐
宮
に
御
す
。
庚
寅
、
旦
に
、
王
、
大
室
に
格
る
。

司
空
揚
父
、
入
り
て
晉
侯
蘇
を
右
け
、
王
、
親
ら
晉
侯
蘇
に
秬
鬯
一
・
弓
矢
百
・

馬
四
匹
を
齎
す
。

蘇
、
敢
へ
て
天
子
の
丕
顯
な
る
魯
休
に
揚
へ
、
用
て
元
和
な
る
揚
鐘
を
作
り
、

用
て
前
文
人
を
昭
格
せ
ん
。
前
文
人
、
其
れ
嚴
と
し
て
上
に
在
り
、
翼
翼
と
し
て

下
に
在
り
、
𣀂
𣀂
뽃
뽃
と
し
て
、
余
に
多
福
を
降
さ
ん
。
蘇
、
其
れ
萬
年
無
疆
な

ら
ん
こ
と
を
。
子
子
孫
孫
、
永
く
茲
の
鐘
を
寶
と
せ
よ
。

現
代
語
譯

王
の
三
十
三
年
、
王
は
自
ら
東
方
・
南
方
の
地
域
を
巡
視
し
た
。
一
月
既
生
霸

戊
午
（
干
支
番
號
55
）
の
日
に
、
王
は
宗
周
よ
り
進
行
し
た
。
二
月
既
望
癸
卯

（
40
）
の
日
に
、
王
は
成
周
に
到
着
し
て
入
城
し
た
。（
そ
の
翌
年
以
後
の
）
二
月

既
死
霸
壬
寅
（
39
）
の
日
に
、王
は
續
け
て
東
に
赴
い
た
。
三
月
方
死
霸
の
日
に
、

王
は
쑮
に
至
り
、
進
路
を
分
け
た
。
王
は
自
ら
晉
侯
蘇
に
「
乃
の
軍
を
率
い
て
東

方
よ
り
둅
水
を
渡
り
、
北
方
よ
り
﹇
둅
﹈
水
を
下
り
、
夙
夷
を
伐
て
」
と
命
じ
た
。

晉
侯
蘇
は
敵
の
首
一
二
〇
・
捕
虜
二
三
の
戰
果
を
擧
げ
た
。
王
は
遠
方
の
귉
城
附

近
に
至
り
、
自
ら
軍
の
視
察
を
行
っ
た
。
王
は
晉
侯
蘇
の
軍
に
至
る
と
、
車
よ
り

降
り
、
南
向
き
に
立
ち
、
自
ら
晉
侯
蘇
に
西
北
隅
よ
り
귉
城
を
伐
つ
よ
う
命
じ
た
。

晉
侯
蘇
は
そ
の
臣
下
・
一
族
子
弟
・
兵
員
を
率
い
て
先
陣
し
、
귉
城
を
陥
落
さ
せ
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て
入
城
し
、
敵
の
首
一
〇
〇
・
捕
虜
一
一
の
戰
果
を
擧
げ
た
。
王
が
淖
列
に
至
る

と
、
淖
列
夷
が
出
奔
し
た
。
王
は
晉
侯
蘇
に
命
じ
て
王
臣
・
車
兵
を
率
い
、
こ
れ

を
追
撃
さ
せ
た
。
晉
侯
は
敵
の
首
一
一
一
・
捕
虜
二
〇
、
王
臣
・
車
兵
は
敵
の
首

一
五
〇
・
捕
虜
六
〇
の
戰
果
を
擧
げ
た
。

王
は
敵
軍
を
覆
滅
さ
せ
、
成
周
に
歸
還
し
た
。
公
族
が
宮
廟
で
軍
を
整
え
た
。

六
月
初
吉
戊
寅
（
15
）
の
日
、
早
朝
に
王
は
大
室
に
至
り
、
座
に
即
い
た
。
王

が
膳
夫
を
呼
ん
で
言
う
に
は
、「
晉
侯
蘇
を
召
し
出
し
て
門
内
に
入
ら
せ
、
中
廷

に
立
た
せ
よ
」
と
。
王
は
自
ら
子
馬
四
頭
を
賜
わ
っ
た
。
蘇
は
拜
禮
し
、
額
ず
い

て
、
子
馬
を
受
け
て
退
出
し
、（
玉
器
を
？
）
返
納
し
、（
再
度
）
拝
禮
し
て
額
ず

い
た
。

丁
亥
（
24
）
の
日
、早
朝
に
王
は
邑
の
伐
宮
に
臨
御
し
た
。
庚
寅
（
27
）
の
日
、

早
朝
に
王
は
大
室
に
至
っ
た
。
司
空
揚
父
が
入
室
し
て
晉
侯
蘇
を
介
添
え
し
、
王

自
ら
晉
侯
蘇
に
黒
黍
と
鬱
金
で
作
っ
た
酒
一

・
弓
矢
百
揃
い
・
馬
四
頭
を
贈
っ

た
。私

蘇
は
敢
え
て
天
子
の
大
い
に
し
て
明
ら
か
な
恩
寵
に
應
え
、
よ
っ
て
美
し
く

調
和
の
と
れ
た
良
銅
に
よ
る
鐘
を
作
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
文
德
あ
る
祖
先
を
顯
彰

す
る
こ
と
に
し
た
い
。
祖
先
は
時
に
嚴
か
に
天
上
に
い
ま
し
、
時
に
愼
ん
で
下
界

に
い
ま
し
、
神
氣
が
廣
く
滿
ち
わ
た
り
、
私
に
多
く
の
幸
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
私
蘇
の
命
が
永
久
に
續
き
ま
す
よ
う
。
子
々
孫
々
、
永
く

こ
の
鐘
を
寶
と
せ
よ
。

參
考

（
一
）
北
趙
晉
侯
墓
地
に
つ
い
て

北
趙
晉
侯
墓
地
の
槪
要
に
つ
い
て
は
冒
頭
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
墓
地
の
配

置
に
つ
い
て
は
次
頁
の
圖
を
參
照
。
圖
中
で
黒
く
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
墓
地
が
各

代
の
晉
侯
の
墓
地
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
隣
接
す
る
墓
地
が
そ
の
夫
人
墓
と
さ
れ

て
い
る
。

『
史
記
』
晉
世
家
に
よ
れ
ば
、晉
侯
位
は
西
周
期
に
お
い
て
（
一
）
唐
叔
虞
、（
二
）

晉
侯
燮
（
あ
る
い
は
燮
父
）、（
三
）
武
侯
寧
族
、（
四
）
成
侯
服
人
、（
五
）
厲
侯
福
、

（
六
）
靖
侯
宜
臼
、（
七
）
釐
侯
司
徒
、（
八
）
獻
侯
籍
（
す
な
わ
ち
本
銘
の
晉
侯
蘇
）、

（
九
）
穆
侯
費
王
（
あ
る
い
は
弗
生
・
㵒
王
な
ど
）、（
一
〇
）
殤
叔
、（
一
一
）
文

侯
仇
と
繼
承
さ
れ
て
い
く
。
殤
叔
が
穆
侯
の
弟
に
當
た
る
以
外
は
す
べ
て
直
系
相

續
で
あ
る
。
北
趙
晉
侯
墓
地
の
被
葬
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
地
か
ら
出
土
し
た
靑

銅
器
銘
に
見
え
る
晉
侯
の
名
を
、
こ
の
『
史
記
』
晉
世
家
な
ど
に
見
え
る
晉
侯
世

系
と
結
び
つ
け
て
考
證
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
井
中
偉
・
王
立
新
『
夏
商
周

考
古
學
』（
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
は
、
時
期
が
古
い
も
の
か
ら
順
番
に

一
一
四
・
一
一
三
號
墓
が
晉
侯
燮
及
び
夫
人
墓
、
九
・
一
三
號
墓
が
武
侯
及
び
夫
人

墓
、
六
・
七
號
墓
が
成
侯
及
び
夫
人
墓
、
三
三
・
三
二
號
墓
が
厲
侯
（
出
土
器
銘
に

よ
り
晉
侯
僰
馬
と
さ
れ
る
）
及
び
夫
人
墓
、
九
一
・
九
二
號
墓
が
靖
侯
（
同
じ
く

出
土
器
銘
に
よ
り
晉
侯
喜
父
）
及
び
夫
人
墓
、
一
・
二
號
墓
が
釐
侯
（
出
土
器
銘

に
よ
り
晉
侯
륵
）
及
び
夫
人
墓
、
八
・
三
一
號
墓
が
獻
侯
（
本
銘
な
ど
に
よ
り
晉

侯
蘇
）
及
び
夫
人
墓
、
六
四
・
六
二
・
六
三
號
墓
が
穆
侯
（
出
土
器
銘
に
よ
り
晉
侯

邦
父
）
及
び
二
夫
人
墓
、
九
三
・
一
〇
二
號
墓
が
文
侯
あ
る
い
は
殤
叔
及
び
夫
人

墓
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
更
に
山
西
省
曲
沃
縣
史
村
鎭
羊
舌
村
南
に
羊
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舌
晉
侯
墓
地
が
發
見
さ
れ
、
井
中
偉
・
王
立
新
『
夏
商
周
考
古
學
』
は
そ
の
一
號

墓
が
文
侯
の
墓
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

北
趙
晉
侯
墓
地
配
置
圖
（
井
中
偉
・
王
立
新
『
夏
商
周
考
古
學
』）

前
述
の
よ
う
に
仇
士
華
・
張
長
壽
「
晉
侯
墓
地
M
八
的

十
四
年
代
測
定
和
晉

侯
蘇
鐘
」
は
本
器
の
出
土
し
た
八
號
墓
に
つ
い
て
、
炭
素
一
四
年
代
測
定
に
よ
り

前
八
〇
八
±
八
年
と
い
う
年
代
を
導
き
出
し
、
晉
獻
侯
籍
（
晉
侯
蘇
）
の
没
年
を

宣
王
十
六
年
（
前
八
一
二
年
）
と
位
置
づ
け
る
『
史
記
』
晉
世
家
の
記
述
と
一
致

す
る
と
し
て
い
る
。
⑰
夏
商
周
斷
代
工
程
專
家
組
で
は
、
こ
れ
以
外
の
晉
侯
墓
に

つ
い
て
も
炭
素
一
四
年
代
測
定
の
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
た
だ
し
同
書
刊

行
時
に
發
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
一
一
四
・
一
一
三
號
墓
を
除
く
。）
こ
れ
に
對
し

て
㉔
吉
本
道
雅
は
、『
史
記
』
晉
世
家
に
お
け
る
獻
侯
一
一
年
、
穆
侯
二
七
年
の

在
位
年
數
が
轉
倒
し
て
お
り
、
獻
侯
の
在
位
は
前
八
二
二
〜
前
七
九
六
年
の
二
七

年
閒
で
あ
る
と
い
う
觀
點
か
ら
、『
禮
記
』
檀
弓
上
の
「
君
即
位
而
爲
椑
」【
君
、

位
に
即
き
て
椑
を
爲
る
】
を
引
き
、
王
侯
が
棺
な
ど
の
葬
具
を
生
前
の
早
い
時
期

か
ら
準
備
を
す
る
こ
と
は
常
識
に
屬
す
る
と
し
、前
八
〇
八
±
八
年
の
測
定
値
は
、

前
八
一
二
年
の
沒
年
よ
り
前
七
九
六
年
の
沒
年
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

以
上
の
議
論
は
『
史
記
』
晉
世
家
及
び
三
代
世
表
・
十
二
諸
侯
年
表
の
傳
え
る

情
報
が
、
晉
侯
の
在
位
年
数
に
は
錯
誤
が
あ
っ
て
も
、
晉
侯
の
世
系
に
は
問
題
が

な
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
晉
侯
の
名
か
ら
見
る
と
、
本
銘
の
晉

侯
蘇
が
晉
獻
侯
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
獻
侯
の
名
を
籍
と
す
る
『
史
記
』
が
誤
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

中
國
以
外
の
國
の
研
究
者
が
特
に
こ
の
前
提
に
對
し
て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

⑱
劉
克
甫
（M

.V.K
ryukov

）
は
、各
墓
出
土
の
器
銘
に
見
え
る
晉
侯
の
名
と
『
史

記
』
晉
世
家
に
見
え
る
晉
侯
の
名
と
が
符
合
せ
ず
、
実
際
は
『
史
記
』
晉
世
家
に

記
載
さ
れ
る
以
外
に
も
晉
侯
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。（
王
恩
田
の

説
を
引
き
、
晉
に
も
魯
の
よ
う
な
一
繼
一
及
が
存
在
し
た
と
想
定
す
る
。）
そ
し

て
同
一
の
晉
侯
の
器
が
異
な
る
墓
か
ら
出
土
し
、
異
な
る
晉
侯
の
器
が
同
一
の
墓
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よ
り
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
器
は
被
葬
者
本
人
の
作
器
以
外
に
も

父
祖
の
傳
世
品
や
主
君
か
ら
の
賞
賜
品
な
ど
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
各
墓
地

の
規
模
な
ど
も
勘
案
し
、
北
趙
晉
侯
墓
地
は
晉
侯
で
は
な
く
晉
國
の
大
夫
ク
ラ
ス

の
貴
族
の
墓
地
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ロ
ー
タ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
フ
ァ
ル

ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
著
、
吉
本
道
雅
譯
「
諸
侯
リ
ネ
ー
ジ
に
お
け
る
等
級
と
性
差
（
前

1000

〜
前650

年
頃
）」（『
周
代
中
國
の
社
會
考
古
學
』
第
二
章
、
京
都
大
學
學

術
出
版
會
、
二
〇
〇
六
年
）
も
同
樣
に
、
各
墓
出
土
器
銘
に
見
え
る
晉
侯
の
名
が

『
史
記
』
に
見
え
る
晉
侯
の
名
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、『
史
記
』

の
記
述
の
信
頼
性
を
疑
い
、
出
土
器
銘
に
見
え
る
晉
侯
の
名
に
よ
っ
て
被
葬
者
を

決
定
す
る
手
法
に
つ
い
て
も
や
は
り
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

㉗
角
道
亮
介
は
⑱
劉
克
甫
（M

.V.K
ryukov

）
の
議
論
を
承
け
、
中
國
人
硏
究

者
の
議
論
が
、
本
來
靑
銅
器
な
ど
出
土
遺
物
の
編
年
か
ら
各
墓
地
造
營
の
順
序
を

決
定
し
、
そ
の
上
で
出
土
し
た
靑
銅
器
の
銘
文
と
『
史
記
』
な
ど
傳
世
文
獻
の
記

載
と
が
對
應
す
る
か
否
か
を
檢
討
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
逆
に
出
土
器
銘
と
傳
世

文
獻
の
記
載
と
を
摺
り
合
わ
せ
て
か
ら
遺
物
の
檢
討
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
器
銘

な
ど
出
土
文
字
資
料
が
傳
世
文
獻
の
記
載
と
對
應
し
な
い
可
能
性
に
對
す
る
視
點

が
拔
け
落
ち
て
い
る
と
批
判
す
る
。
そ
の
上
で
出
土
靑
銅
器
の
器
形
編
年
に
よ
り

北
趙
晉
侯
墓
地
が
一
一
四
・
一
一
三
號
墓
、
九
・
一
三
號
墓
、
六
・
七
號
墓
、
一
・
二

號
墓
、
三
三
・
三
二
號
墓
、
九
一
・
九
二
號
墓
、
八
・
三
一
號
墓
、
六
四
・
六
二
號
墓
、

九
三
・
六
三
・
一
〇
二
號
墓
の
順
に
造
營
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
靑
銅
器
の
出
土

點
數
や
品
質
（
周
原
な
ど
で
出
土
の
王
朝
の
靑
銅
器
と
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
。）

か
ら
見
て
北
趙
晉
侯
墓
地
が
晉
侯
の
墓
地
の
可
能
性
が
高
く
、
特
に
曲
沃
平
陽
に

都
を
置
い
た
と
す
る
靖
侯
か
ら
、
絳
に
都
を
遷
し
た
穆
侯
期
ま
で
の
晉
侯
及
び
當

地
を
據
點
と
し
た
桓
叔
（
文
侯
の
弟
）・
莊
伯
二
代
の
曲
沃
侯
の
墓
地
で
は
な
い

か
と
す
る
。
こ
の
三
者
の
見
解
の
う
ち
、
特
に
『
史
記
』
晉
世
家
に
見
え
る
晉
侯

の
系
譜
に
疑
問
を
持
つ
態
度
が
今
後
の
議
論
に
も
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
そ
の
他
の
八
號
墓
出
土
靑
銅
器
銘

本
器
が
出
土
し
た
北
趙
晉
侯
墓
地
八
號
墓
か
ら
は
、
他
に
以
下
の
銘
文
を
有
す

る
靑
銅
器
が
出
土
し
て
い
る
。

a
晉
侯
蘇
鼎

晉
侯
蘇
鼎　

戊
器
（M

8:28

）
器
影
・
器
銘
拓
本
（
④
『
晉
國
奇
珍
』）

器
名　

晉
侯
蘇
鼎



晉
侯
蘇
鐘

八
〇

時
代　

西
周
晩
期

出
土同

銘
の
も
の
が
甲
〜
戊
器
の
計
五
件
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
考
古
發

掘
を
經
た
も
の
は
戊
器
（
北
趙
晉
侯
墓
地M

8:28

）
の
み
で
、
そ
の
他
は
盜
掘
を

經
て
購
入
・
囘
收
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

所
藏曲

沃
縣
博
物
館
（
甲
・
乙
器
）、上
海
博
物
館
（
丙
器
）、范
季
融
氏
（
米
籍
華
人
）

首
陽
齋
（
丁
器
）、
山
西
省
考
古
研
究
所
（
戊
器
）

著
錄

①
北
京
大
學
考
古
系
・
山
西
省
考
古
硏
究
所
「
天
馬
―
曲
村
遺
址
北
趙
晉
侯
墓
地

第
二
次
發
掘
」（『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
一
期
）

④
上
海
博
物
館
編
『
晉
國
奇
珍
―
山
西
晉
侯
墓
群
出
土
文
物
精
品
』（
上
海
人
民

美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

⑤
陳
佩
芬
編
『
夏
商
周
靑
銅
器
硏
究
―
上
海
博
物
館
藏
品
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
四
年
）、
西
周
篇360

⑥
張
桂
光
主
編
『
商
周
金
文
模
釋
總
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）、
第
七
册
、

1888

頁

㉘
胡
長
春
『
新
出
殷
周
靑
銅
器
銘
文
整
理
與
硏
究
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）

上
篇
、371

〜377

㉛
周
亞
「
館
藏
晉
侯
靑
銅
器
槪
論
」（『
上
海
博
物
館
集
刊
』
第
七
期
、
一
九
九
六

年
）

32
曲
沃
縣
博
物
館
「
天
馬
―
曲
村
遺
址
靑
銅
器
介
紹
」（『
文
物
季
刊
』
一
九
九
六

年
第
三
期
）

33
首
陽
齋
・
上
海
博
物
館
・
香
港
中
文
大
學
編
『
首
陽
吉
金
―
胡
盈
瑩
・
范
季
融

藏
中
國
古
代
靑
銅
器
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）38

近
出315

〜318

新
收860

〜864

呉
鎭
烽1989

〜1993

考
釋

㉗
角
道
亮
介
「
晉
國
墓
地
の
硏
究
」（
原
題
「
西
周
時
代
晉
國
墓
地
の
硏
究
―
晉

國
靑
銅
器
を
中
心
と
し
て
」、『
中
國
考
古
學
』
第
七
號
、
二
〇
〇
七
年
。
後
に

『
西
周
王
朝
と
そ
の
靑
銅
器
』、
六
一
書
房
、
二
〇
一
四
年
に
收
錄
）

34
周
亞
「
關
于
晉
侯
蘇
鼎
件
數
的
探
討
」（
上
海
博
物
館
編
『
晉
侯
墓
地
出
土
靑

銅
器
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
上
海
書
畫
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

器
制い

ず
れ
も
本
體
部
分
は
半
球
形
。
口
部
は
微
か
に
す
ぼ
ま
り
、
折
沿
方
唇
。
口

部
の
下
に
二
つ
耳
が
あ
り
、
圜
底
に
三
本
の
蹄
足
が
あ
る
。
口
部
の
下
に
大
小
交

互
に
重
環
紋
が
あ
り
、
そ
の
下
に
凸
弦
紋
が
あ
る
。
34
周
亞
に
よ
る
と
各
器
の
大

き
さ
は
甲
器
（
通
高32.6

㎝
、
口
徑39

㎝
）、
乙
器
（
通
行30.2

㎝
、
口
徑35.4

㎝
）、丙
器
（
通
高28

㎝
、口
徑32.7

㎝
）、丁
器
（
通
高23.5

㎝
、口
徑26.6

㎝
）、

戊
器
（
通
高21.3
㎝
、
口
徑24.8

㎝
）
で
あ
る
。
34
周
亞
は
、
①
北
京
大
學
考



八
一

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

古
系
等
・
④
『
晉
國
奇
珍
』
掲
載
の
数
値
に
は
誤
り
が
あ
る
と
す
る
。

銘
文　

内
壁
部
に
三
行
一
三
文
字
。

晉
侯
𩵦
（
蘇
）
乍
（
作
）

寳
깻
鼎
。
其

萬
年
永
寳
用
。

「
晉
侯
𩵦
」
は
晉
侯
蘇
鐘
の
「
晉
侯
𩵦
」
と
同
一
人
物
を
指
す
と
見
ら
れ
る
が
、

た
だ
こ
の
銘
の
「
𩵦
」
字
は
晉
侯
蘇
鐘
と
異
な
り
、「
木
」
と
「
魚
」
が
左
右
逆

と
な
っ
て
い
る
。

訓
讀晉

侯
蘇
、
寳
깻
鼎
を
作
る
。
其
れ
萬
年
永
く
寳
用
せ
よ
。

現
代
語
譯

晉
侯
蘇
が
宗
廟
に
供
え
る
た
め
の
寶
鼎
を
作
っ
た
。
萬
年
ま
で
永
久
に
寶
器
と

し
て
用
い
よ
。

b
晉
侯
띲
簋

晉
侯
띲
簋　

乙
器
（M

8:30

）
器
影
・
器
銘
拓
本
（
④
『
晉
國
奇
珍
』）

器
名　

晉
侯
띲
簋
・
晉
侯
띵
簋
・
晉
侯
쥿
簋

時
代　

西
周
中
期
（
近
出
二
・
呉
鎭
烽
）、
西
周
晩
期
（
近
出
・
新
收
等
）

出
土現

存
す
る
も
の
は
甲
〜
丙
器
の
三
件
だ
が
、
①
北
京
大
學
考
古
系
等
は
八
號
墓

で
の
方
座
の
殘
片
の
存
在
を
理
由
に
元
々
四
件
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

こ
の
う
ち
甲
器
（
北
趙
晉
侯
墓
地M

8:23

）
と
乙
器
（
同M

8:30

）
が
考
古
發
掘

を
經
て
發
見
さ
れ
、
丁
器
は
盜
掘
を
經
て
購
入
さ
れ
た
。

所
藏　

山
西
博
物
院
（
甲
・
乙
器
）、
上
海
博
物
館
（
丁
器
）



晉
侯
蘇
鐘

八
二

器
制有

蓋
の
方
座
簋
。
た
だ
し
丁
器
は
蓋
を
缺
く
。
蓋
と
器
本
體
そ
れ
ぞ
れ
に
銘
文

が
鑄
込
ま
れ
て
い
る
。
蓋
に
は
圈
状
の
捉
手
が
あ
る
。
器
本
體
の
形
状
は
、
口
部

が
外
側
に
廣
が
り
、
束
頸
、
鼓
腹
、
圈
足
で
、
兩
側
に
獸
首
垂
珥
耳
が
あ
る
。
紋

樣
は
蓋
頂
・
蓋
縁
・
器
本
體
の
頸
部
・
腹
部
・
圈
足
・
方
座
に
そ
れ
ぞ
れ
獸
目
交

連
紋
が
あ
り
、
方
座
の
各
面
に
は
更
に
牛
角
型
獸
面
紋
が
あ
る
。
大
き
さ
は
甲
器

（
通
高38.4

㎝
、
口
徑24.8
㎝
）、
乙
器
（
通
高38.4

㎝
、
口
徑24.8

㎝
）、
丁
器

（
通
高27.8

㎝
、
口
徑24.5

㎝
）
で
あ
る
。

著
錄

①
北
京
大
學
考
古
系
・
山
西
省
考
古
硏
究
所
「
天
馬
―
曲
村
遺
址
北
趙
晉
侯
墓
地

第
二
次
發
掘
」（『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
一
期
）

④
上
海
博
物
館
編
『
晉
國
奇
珍
―
山
西
晉
侯
墓
群
出
土
文
物
精
品
』（
上
海
人
民

美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

⑤
陳
佩
芬
編
『
夏
商
周
靑
銅
器
硏
究
―
上
海
博
物
館
藏
品
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
四
年
）、
西
周
篇385

⑥
張
桂
光
主
編
『
商
周
金
文
模
釋
總
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）、
第
七
册
、

1913

・2114

頁

⑦
高
澤
浩
一
編
『
近
出
殷
周
金
文
考
釋
』
第
二
集
（
硏
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

㉛
周
亞
「
館
藏
晉
侯
靑
銅
器
槪
論
」（『
上
海
博
物
館
集
刊
』
第
七
期
、
一
九
九
六

年
）

近
出476

〜477

新
收865

〜867

近
出
二418

呉
鎭
烽5051

〜5053

考
釋

⑧
鄒
衡
「
論
早
期
晉
都
」（『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
一
期
。
後
に
上
海
博
物
館
編

『
晉
侯
墓
地
出
土
靑
銅
器
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
上
海
書
畫
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
に
收
錄
）

⑲
彭
裕
商
「
晉
侯
蘇
鐘
年
代
淺
議
」（
上
海
博
物
館
編
『
晉
侯
墓
地
出
土
靑
銅
器

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
上
海
書
畫
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

㉓
彭
裕
商
『
西
周
靑
銅
器
年
代
綜
合
硏
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）

㉘
胡
長
春
『
新
出
殷
周
靑
銅
器
銘
文
整
理
與
硏
究
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）

上
篇
、563

〜565

35
李
朝
遠
「
晉
侯

方
座
簋
銘
管
見
」（『
第
二
屆
國
際
中
國
古
文
字
學
硏
討
會
論

文
集
』、
香
港
中
文
大
學
、
一
九
九
三
年
。
後
に
『
靑
銅
器
學
步
集
』、
文
物
出

版
社
、
二
〇
〇
七
年
に
收
錄
）

36
張
頷
「
晉
侯
띵
簋
銘
文
初
識
」（『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
一
期
）

37
裘
錫
圭
「
關
於
晉
侯
銅
器
銘
文
的
幾
個
問
題
」（『
傳
統
文
化
與
現
代
化
』

一
九
九
四
年
第
二
期
。
後
に
『
裘
錫
圭
學
術
文
集
』
第
三
卷
、
復
旦
大
學
出
版

社
、
二
〇
一
二
年
に
收
錄
）

38
孫
華
「
晉
侯
𩵦
／
띵
組
墓
的
幾
個
問
題
」（『
文
物
』
一
九
九
七
年
第
八
期
）

39
張
長
壽
「
關
於
晉
侯
墓
地
的
幾
個
問
題
」（『
文
物
』
一
九
九
八
年
第
一
期
。
後

に
張
長
壽
『
商
周
考
古
論
集
』、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
に
收
錄
）

40
黄
錫
全
「
關
於
晉
侯
墓
地
幾
位
晉
侯
順
序
的
排
列
問
題
」（『
古
文
字
論
叢
』、



八
三

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

藝
文
印
書
館
、
一
九
九
九
年
）

41
何
琳
儀
「
晉
侯
쥿
器
考
」（
上
海
博
物
館
編
『
晉
侯
墓
地
出
土
靑
銅
器
國
際
學

術
硏
討
會
論
文
集
』、
上
海
書
畫
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。
後
に
『
安
徽
大
學

漢
語
言
文
字
硏
究
叢
書　

何
琳
儀
卷
』、
安
徽
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
に

收
錄
）

42
陳
松
長
「〝

〞
字
小
考
」（
上
海
博
物
館
編
『
晉
侯
墓
地
出
土
靑
銅
器
國
際
學

術
硏
討
會
論
文
集
』、
上
海
書
畫
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

銘
文蓋

・
器
本
體
内
壁
部
に
四
行
二
六
文
字
。
た
だ
し
甲
器
の
み
二
行
目
が
「
외
」

字
で
終
わ
る
。

隹
九
月
初
吉
庚

午
、
晉
侯
띲
乍
（
作
）
외

（
簋
）。

用

（
享
）
于
文
꼥
（
祖
）・
皇
考
、

其
萬
냤
（
億
）
永
寳
用
。

晉
侯
の
名
の
釋
讀
に
つ
い
て
は
、

（
띲
）・

（
띵
）・
쥿
の
三
説
に
分
か
れ

る
。
35
李
朝
遠
は
、
こ
の
字
の
左
部
は
甲
骨
文
字
や
魯
侯
尊
（
明
公
簋
。
集
成

4029

（
西
周
早
期
））
に
見
え
る
「
𡆥
」、
す
な
わ
ち
咎
・
繇
と
讀
ま
れ
る
字
で
、

右
部
と
合
わ
せ
て
「
띲
」
字
で
あ
る
と
し
、
同
音
の
「
仇
」
字
と
し
て
讀
み
、「
晉

侯
띲
」
は
晉
文
侯
仇
を
指
し
、
八
號
墓
の
被
葬
者
も
文
侯
で
あ
る
と
す
る
。
①
北

京
大
學
考
古
系
等
は
、
こ
の
字
を
「
띵
」
字
と
し
、
八
號
墓
は
晉
侯
墓
地
中
最
大

で
あ
り
、
被
葬
者
は
獻
侯
か
穆
侯
で
あ
る
と
す
る
。
⑧
鄒
衡
は
こ
の
字
を
釋
讀
せ

ず
、
本
器
及
び
次
に
取
り
上
げ
る
晉
侯
띲
壺
の
作
器
者
は
晉
文
侯
で
あ
り
、
父
親

の
晉
侯
蘇
す
な
わ
ち
穆
侯
の
副
葬
品
と
し
て
作
っ
た
も
の
と
し
、
八
號
墓
の
被
葬

者
は
穆
侯
と
す
る
。
36
張
頷
は
「
띵
」
字
と
釋
し
て
「
匹
」
の
本
字
と
し
、
晉
文

侯
仇
の
字
で
あ
り
、
八
號
墓
の
被
葬
者
は
文
侯
と
す
る
。
37
裘
錫
圭
は
、
本
銘
は

父
の
た
め
に
子
が
作
っ
た
器
の
銘
文
の
形
式
と
し
て
は
合
わ
な
い
と
し
、
⑧
鄒
衡

説
を
否
定
す
る
。
そ
し
て
晉
侯
の
名
は
左
部
が
金
文
の
「
姫
」
字
の
旁
の
部
分
と

類
似
す
る
と
し
て
「
띵
」
字
と
釋
し
、「
斯
」
の
異
體
字
で
あ
り
、
晉
侯
蘇
の
字

で
あ
る
と
す
る
。
八
號
墓
の
被
葬
者
は
獻
侯
と
す
る
。
㉛
周
亞
は
「
띲
」
字
と
釋

し
、
左
部
の
外
框
の
上
部
が
や
や
小
さ
く
、
下
部
が
や
や
大
き
い
の
が
「
𦣞
」
と

明
ら
か
に
合
わ
な
い
と
す
る
。
38
孫
華
は
、
こ
の
字
の
左
下
の
「
卜
」
と
見
ら
れ

る
部
分
が
、
一
本
の
線
が
折
れ
曲
が
る
形
で
あ
っ
て
「
卜
」
の
形
で
は
な
く
、
こ

の
字
は
「
띵
」
字
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
띵
」
は
晉
釐
侯
司
徒
の
字
で
あ
り
、

八
號
墓
の
被
葬
者
で
あ
る
晉
獻
侯
蘇
が
生
前
に
父
の
釐
侯
よ
り
與
え
ら
れ
た
も
の

を
副
葬
し
た
と
す
る
。
39
張
長
壽
は
、北
趙
晉
侯
墓
地
九
一
號
墓
で
晉
侯
僰
馬
器
・

晉
侯
喜
父
器
が
、
九
二
號
墓
で
こ
の
二
者
に
加
え
て
晉
侯
륵
器
が
出
土
し
て
い
る

と
い
う
状
況
で
は
、
こ
の
中
の
い
ず
れ
が
ど
の
晉
侯
の
名
で
字
な
の
か
確
言
し
が

た
い
と
し
、
37
裘
錫
圭
説
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
晉
侯
蘇
と
晉
侯
띵
は
同
一
の
晉

侯
で
は
な
い
と
し
、
八
・
三
一
號
墓
の
被
葬
者
を
晉
侯
蘇
及
び
そ
の
夫
人
と
し
た

う
え
で
、
あ
る
い
は
盗
掘
濟
み
の
六
・
七
號
墓
の
被
葬
者
が
晉
侯
띵
で
、
何
ら
か

の
原
因
で
そ
こ
か
ら
晉
侯
띵
器
が
八
號
墓
に
流
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す

る
。
40
黄
錫
全
は
、
こ
の
字
を
「
띵
」
と
し
、
晉
釐
侯
司
徒
の
字
で
あ
り
、
37
裘

錫
圭
の
字
釋
を
引
い
て
「
斯
」
の
異
體
字
と
す
る
。
八
號
墓
の
被
葬
者
に
つ
い
て

は
晉
侯
蘇
と
す
る
。
41
何
琳
儀
は
、
晉
侯
の
名
は
「
쥿
」
字
で
、「
𣂻
」「
斪
」
字



晉
侯
蘇
鐘

八
四

の
異
文
で
あ
り
、晉
釐
侯
司
徒
の
字
と
す
る
。
㉘
胡
長
春
も
こ
の
説
を
支
持
す
る
。

42
陳
松
長
は
、
晉
侯
の
名
を
「
띵
」
と
し
た
う
え
で
、『
説
文
解
字
』
で
は
「
巸
」

字
の
古
文
の
字
形
が
「
戸
」
に
從
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
띵
」
字
を
「
所
」
の

古
文
の
異
構
字
で
あ
る
と
し
、
晉
獻
侯
蘇
を
指
す
と
す
る
。
⑲
・
㉓
彭
裕
商
は
、

39
張
長
壽
と
同
じ
く
他
の
晉
侯
墓
で
異
な
る
晉
侯
の
器
が
二
、三
種
出
土
し
て
い

る
か
ら
に
は
、
八
號
墓
の
晉
侯
蘇
と
晉
侯
띲
も
一
名
一
字
で
は
な
い
と
す
る
。
し

か
し
『
史
記
』
の
記
述
を
輕
々
し
く
改
め
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
晉
侯
蘇
鐘
の

三
十
三
年
が
宣
王
の
紀
年
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
晉
侯
蘇
は
⑧
鄒
衡
ら
の
言
う
よ
う

に
晉
穆
侯
で
あ
る
と
す
る
。
晉
侯
띲
簋
・
壺
の
器
形
・
紋
樣
は
宣
王
期
前
後
の
頌

簋
／
壺
な
ど
に
類
似
し
、
晉
侯
띲
は
獻
侯
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
⑤
陳
佩

芬
・
⑥
模
釋
總
集
・
近
出
・
近
出
二
・
呉
鎭
烽
は
い
ず
れ
も
晉
侯
の
名
を
「
띲
」

と
す
る
。

こ
の
字
の
字
形
に
つ
い
て
は
、簋
三
器
・
壺
二
器
（
壺
銘
は
次
の
c
項
を
參
照
。）

の
う
ち
、
簋
甲
器
（
北
趙
晉
侯
墓
地M

8:23

）
と
壺
乙
器
（
同 M

8:26

）
の
二
件

が

（
띵
）
の
形
に
作
り
、そ
れ
以
外
の
三
件
が

（
띲
）
の
形
に
作
る
。（M

8:26

の
字
形
に
つ
い
て
は
下
圖
第
一
段
を
參
照
。
圖
は
近
出476

よ
り
。）
こ
の
字
の

左
部
が
「
𦣞
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
㉛
周
亞
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
左
部
の
外
框

の
上
部
と
下
部
の
大
き
さ
が
異
な
る
點
が
不
審
で
あ
る
。「
𦣞
」
で
あ
れ
ば
そ
れ

ほ
ど
極
端
に
大
き
さ
が
變
わ
る
こ
と
は
な
い
。（
下
圖
第
二
段
の
金
文
「
姫
」
字

の
左
部
を
參
照
。
圖
は
金
文
編
七
八
九
頁
よ
り
。）
し
か
し
「
𡆥
」
で
あ
れ
ば
外

框
の
上
部
と
下
部
の
大
き
さ
が
異
な
る
も
の
も
存
在
す
る
。（
下
圖
第
三
段
の
甲

骨
文
字
「
𡆥
」
字
を
參
照
。
圖
は
郭
沫
若
主
編
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所

編
『
甲
骨
文
合
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
〜
一
九
八
二
年
）
二
〇
五
七
六
正

よ
り
。）
41
何
琳
儀
の
「
쥿
」
字
説
に
つ
い
て
は
、『
説
文
解
字
』
の
「
曲
」
字
古

文
の
字
形
や
曾
子

鼎
の「
曲
」字
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
が
、（
曾
子

鼎
の「
曲
」

字
は
左
圖
第
四
段
を
參
照
。
圖
は
『
金
文
編
』
八
四
七
頁
よ
り
。）
特
に
壺
銘
乙

器
の
字
形
と
乖
離
し
、（
次
の
c
項
拓
本
を
參
照
。）
字
形
の
譌
變
で
説
明
す
る
に

も
や
や
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
こ
の
字
は
「
띲
」
字
と
見
る
べ

き
で
あ
り
、
簋
甲
器
な
ど
「
띵
」
の
よ
う
に
見
え
る
字
形
は
、
譌
變
あ
る
い
は
左

下
の
「
卜
」
の
筆
畫
が
一
部
消
失
し
、
左
上
の
點
は
筆
畫
の
一
部
で
は
な
く
銅
器

表
面
の
錆
や
傷
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

35
李
朝
遠
な
ど
の
よ
う
に
八
號
墓
の
被
葬
者
を
晉
文
侯
と
す
る
説
に
つ
い
て

は
、
北
趙
晉
侯
墓
地
の
そ
の
他
の
墓
地
の
状
況
が
ま
だ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い

時
期
の
も
の
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、檢
討
の
必
要
は
あ
る
ま
い
。
晉
文
侯
の
名
は
、

出
土
文
獻
で
は
清
華
簡
『
繋
年
』
第
二
章
第
八
簡
に
現
れ
、「
晉
文
侯

」
と
表

記
さ
れ
て
い
る
。（
左
圖
參
照
。
圖
は
淸
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
編
・

李
學
勤
主
編
『
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
貳
）』（
中
西
書
局
、

二
〇
一
一
年
）、
二
五
九
頁
よ
り
。）「
띲
」
字
が
晉
文
侯
の
名
を

指
す
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。
36
張
頷
の
よ
う
に
文

侯
の
字
と
見
な
す
説
に
つ
い
て
も
、
39
張
長
壽
な
ど
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
そ
も

そ
も
こ
れ
が
晉
侯
の
名
な
の
か
字
な
の
か
確
定
す
る
す
べ
は
な
い
。
⑱
劉
克
甫

（M
.V.K

ryukov
）
や
㉗
角
道
亮
介
の
論
ず
る
よ
う
に
、『
史
記
』
晉
世
家
に
現
れ

な
い
晉
侯
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
八
號
墓
の
被
葬
者
に
つ
い
て
も
晉
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侯
蘇
か
、
假
に
蘇
と
別
人
で
あ
る
と
す
れ
ば
晉
侯
띲
な
の
か
、
確
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

「
외

（
簋
）」
の
「
외
」
字
は
本
銘
が
初
見
で
あ
り
、
36
張
頷
は
「
鑄
」
字
の

別
構
・
省
體
と
し
、㉛
周
亞
は
、「
외

」
は
晉
侯
銅
器
中
所
見
の
「
彶

」「
𠣴
鼎
」

と
同
樣
に
器
物
の
用
途
あ
る
い
は
形
制
を
表
す
と
す
る
。
41
何
琳
儀
は
「
䤴
」
と

釋
讀
し
て
「
函
」
の
異
文
と
し
、
容
器
の
泛
稱
と
す
る
。
㉛
周
亞
・
41
何
琳
儀
の

よ
う
に
器
物
の
用
途
・
形
制
を
示
す
語
、
あ
る
い
は
そ
の
泛
稱
と
見
る
の
が
よ
い

で
あ
ろ
う
。

「
萬
냤
」
の
「
냤
」
字
に
つ
い
て
は
、35
李
朝
遠
は
「
룫
」
字
の
省
と
し
、『
説
文
』

心
部
「
룫
」
字
「
一
曰
十
萬
曰
룫
」【
一
に
曰
く
十
萬
を
룫
と
曰
ふ
】
の
段
注
「
經

傳
皆
作
億
」【
經
傳
に
皆
な
億
に
作
る
】
を
引
く
。
金
文
の
用
例
と
し
て
は
令
孤

君
嗣
子
壺
（
集
成9719

、9720

（
戰
國
早
期
））
に
「
萬
냤
年
」
の
語
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。

訓
讀隹

れ
九
月
初
吉
庚
午
、
晉
侯
띲
、
외
簋
を
作
る
。
用
て
文
祖
・
皇
考
を
享
し
、

其
れ
萬
億
永
く
寳
用
せ
よ
。

現
代
語
譯

九
月
初
吉
庚
午
の
日
、
晉
侯
띲
が
簋
を
作
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
文
祖
・
皇
考

を
祀
り
、
萬
年
億
年
ま
で
永
久
に
寳
器
と
し
て
用
い
よ
。

c
晉
侯
띲
壺

晉
侯
띲
壺　

乙
器
（M

8:26

）
器
影
・
蓋
銘
拓
本
（
④
『
晉
國
奇
珍
』）

器
名　

晉
侯
띲
壺
・
晉
侯
띵
壺
・
晉
侯
쥿
壺

出
土甲

器
（
北
趙
晉
侯
墓
地M

8:25

）・
乙
器
（
同 M

8:26

）
の
二
件
が
考
古
發
掘

を
經
て
發
見
さ
れ
て
い
る
。

時
代　

西
周
中
期
（
近
出
二
・
呉
鎭
烽
）、
西
周
晩
期
（
近
出
・
新
收
等
）

所
藏　

山
西
博
物
院

著
錄

①
北
京
大
學
考
古
系
・
山
西
省
考
古
硏
究
所
「
天
馬
―
曲
村
遺
址
北
趙
晉
侯
墓
地

第
二
次
發
掘
」（『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
一
期
）



晉
侯
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④
上
海
博
物
館
編
『
晉
國
奇
珍
―
山
西
晉
侯
墓
群
出
土
文
物
精
品
』（
上
海
人
民

美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

⑥
張
桂
光
主
編
『
商
周
金
文
模
釋
總
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）、
第
七
册
、

1985

・2114
〜2115

頁

⑦
高
澤
浩
一
編
『
近
出
殷
周
金
文
考
釋
』
第
二
集
（
硏
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

近
出969

新
收868

〜869

近
出
二875

呉
鎭
烽12396

〜12397

考
釋

b
晉
侯
띲
簋
を
參
照
。
た
だ
し
㉘
胡
長
春
の
本
銘
の
編
號
は1036

。

器
制有

蓋
の
方
壺
。
平
蓋
の
頂
部
に
透
か
し
彫
り
の
山
形
の
捉
手
が
あ
る
。
器
本
體

は
長
頸
、
垂
腹
で
、
圈
足
が
あ
る
。
頸
部
の
兩
側
に
象
首
形
の
耳
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
環
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
紋
樣
は
、
蓋
面
に
交
龍
紋
、
口
下
と
圈
足
に
獸
目

交
連
紋
、
頸
部
に
波
曲
紋
、
腰
部
に
重
環
紋
、
腹
部
に
は
雙
身
龍
首
で
尾
が
交
わ

り
合
う
龍
紋
が
あ
る
。
大
き
さ
は
甲
器
（
通
高67.2

㎝
、
口
縱18

㎝
、
口
横

22.2

㎝
）、
乙
器
（
通
高68.8

㎝
、
口
縱18

㎝
、
口
横22.8

㎝
）
で
あ
る
。

銘
文　

蓋
の
内
壁
部
に
四
行
二
五
（
二
六
）
文
字
。

隹
九
月
初
吉
庚

午
、
晉
侯
띲
乍
（
作
）
깻

﹇
華
﹈
壺
。
用

（
享
）
于
文
꼥
（
祖
）・

皇
考
、
萬
냤
（
億
）
永
寳
用
。

三
行
目
冒
頭
「
華
」
字
は
、甲
器
（M

8:25

）
に
は
存
在
せ
ず
、二
行
目
が
「
壺
」

字
で
終
わ
る
。
本
稿
掲
載
の
拓
本
は
、
④
『
晉
國
奇
珍
』
は
乙
器
（M

8:26

）
の

も
の
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
新
收
も
こ
れ
を
踏
襲
し
、「
華
」
字
が
な
い
方
（
全

二
五
文
字
の
方
）
の
拓
本
を
甲
器
の
も
の
と
す
る
が
、
①
北
京
大
學
考
古
系
等
は

逆
に
乙
器（M

8:26

）の
拓
本
と
し
て「
華
」字
が
な
い
方
の
拓
本
を
擧
げ
て
お
り
、

近
出
・
近
出
二
・
呉
鎭
烽
も
こ
れ
を
踏
襲
す
る
。
ど
ち
ら
の
情
報
が
正
し
い
の
か

わ
か
ら
な
い
が
、本
稿
で
は
取
り
敢
え
ず
④
『
晉
國
奇
珍
』
の
方
に
從
っ
て
お
く
。

な
お
、
近
出
・
新
收
兩
方
の
模
本
・
釋
文
を
掲
載
す
る
⑥
模
釋
總
集
は
、
新
收

868

（M
8:25

）
を
「
近
出969

（
筆
者
注
：M

8:25

）
に
見
え
る
」
と
し
て
處
理

す
る
。

「
華
」
字
は
、
呉
鎭
烽
は
「
年
」
字
と
し
、
第
三
行
第
一
字
に
誤
置
し
た
と
す

る
が
、
字
形
は
明
ら
か
に
「
華
」
字
で
あ
る
。
器
形
、
お
そ
ら
く
は
特
に
蓋
の
形

を
形
容
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

訓
讀隹

れ
九
月
初
吉
庚
午
、
晉
侯
띲
、
깻
﹇
華
﹈
壺
を
作
る
。
用
て
文
祖
・
皇
考
を

享
し
、
萬
億
ま
で
永
く
寳
用
せ
よ
。
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現
代
語
譯

九
月
初
吉
庚
午
の
日
、
晉
侯
띲
が
宗
廟
に
供
え
る
た
め
の
﹇
華
の
よ
う
な
飾
り

の
つ
い
た
﹈
壺
を
作
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
文
祖
・
皇
考
を
祀
り
、
萬
年
億
年
ま

で
永
久
に
寳
器
と
し
て
用
い
よ
。

d
疇
侯
爵

疇
侯
爵
（
①
北
京
大
學
考
古
系
等
） 

兔
尊
（M

8:30

）（
④
『
晉
國
奇
珍
』）

①
北
京
大
學
考
古
系
等
に
よ
る
と
「
疇
（
？
）
侯
乍
（
作
）
旅
彝
。」【
疇
（
？
）

侯
、
旅
彝
を
作
る
。】
の
銘
文
を
有
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
銘
文
の
拓
本
等
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い
。
同
書
で
は
形
制
・
紋
樣
・
銘
文
と
も
に
西
周
早
期
の
特
徴
を

呈
し
て
お
り
、
器
表
面
の
摩
耗
が
酷
く
、
前
代
よ
り
傳
世
さ
れ
た
銅
器
で
あ
る
と

す
る
。
⑱
劉
克
甫
（M

.V.K
ryukov

）
は
器
形
か
ら
本
器
を
康
王
・
昭
王
期
以
前

と
し
、「
疇
（
？
）
侯
」
は
晉
侯
燮
父
と
近
い
時
期
の
晉
侯
で
は
な
い
か
と
し
、「
唐

叔
虞
」「
晉
侯
燮
父
」
な
ど
と
同
樣
に
諸
侯
の
封
地
を
冠
し
た
號
と
見
て
い
る
。

し
か
し
晉
の
祖
の
一
人
で
は
な
く
、
別
地
の
諸
侯
の
器
で
、
六
四
號
墓
出
土
の
楚

公
逆
鐘
の
よ
う
に
外
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
八
號
墓
か
ら
は
無
銘
の
靑
銅
器
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
中
で

注
目
さ
れ
る
の
は
、M

8:30

な
ど
三
件
の
兔
尊
で
あ
る
。
兔
型
の
靑
銅
器
は
こ
れ

ま
で
例
が
少
な
か
っ
た
が
、
同
じ
く
北
趙
晉
侯
墓
地
六
四
號
墓
で
は
四
件
出
土
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。（
李
朝
遠
「
晉
侯
墓
地
出
土
靑
銅
器
綜
覽
」、
④
『
晉

國
奇
珍
』。
後
に
『
靑
銅
器
學
步
集
』、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
に
收
錄
）

（
三
）
三
一
號
墓
出
土
玉
器
銘

八
號
墓
及
び
そ
の
被
葬
者
の
夫
人
墓
と
さ
れ
る
三
一
號
墓
か
ら
は
多
く
の
玉
器

が
出
土
し
て
い
る
が
、
三
一
號
墓
か
ら
有
銘
の
玉
器
で
あ
る
文
王
玉
環
が
出
土
し

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

文
王
玉
環
器
影
・
器
銘
拓
本
及
び
模
本



晉
侯
蘇
鐘

八
八

器
名　

文
王
玉
環

出
土北

趙
晉
侯
墓
地
三
一
號
よ
り
考
古
發
掘
を
經
て
發
見
さ
れ
た
。
發
掘
編
號
は

M
31:108

。

時
代　

西
周
早
期

所
藏　

山
西
省
考
古
研
究
所

著
錄

43
北
京
大
學
考
古
系
・
山
西
省
考
古
硏
究
所
「
天
馬
―
曲
村
遺
址
北
趙
晉
侯
墓
地

第
三
次
發
掘
」（『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
八
期
）

呉
鎭
烽19710

考
釋

44
李
學
勤
「
文
王
玉
環
考
」（『
華
學
』
第
一
期
、
中
山
大
學
出
版
社
、
一
九
九
五

年
）

45
王
暉
「
周
文
王
克
商
方
略
考
」（『
陝
西
師
範
大
學
學
報
』
二
〇
〇
年
第
三
期
。

後
に
『
古
文
字
與
商
周
史
新
證
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
年
に
收
錄
）

46
陳
劍
「
釋
〝
琮
〞
及
相
關
諸
字
」（『
甲
骨
金
文
考
釋
論
集
』、
線
裝
書
局
、

二
〇
〇
七
年
）

47
劉
桓
「
卜
辭
所
見
周
文
王
時
期
的
商
周
關
係
」（『
甲
骨
集
史
』、
中
華
書
局
、

二
〇
〇
八
年
）

48
孫
廣
明
「
文
王
玉
環
銘
文
考
―
兼
說
甲
骨
文
〝
壺
〞・〝
復
〞」（『
寶
鷄
文
理
學

院
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
五
期
）

器
制直

徑12.8

㎝
、
内
徑6.5

㎝
、
厚
さ0.6

㎝
。
紋
樣
は
な
く
灰
白
色
。

銘
文　

一
行
一
二
文
字
。

玟
（
文
）
王
卜
曰
、「
我

（
唐
）
人
弘
戔
（
戰
）
哀
人
。」

「
玟
（
文
）
王
」
は
、
44
李
學
勤
は
諡
號
で
あ
り
、
本
銘
を
文
王
死
後
の
も
の

と
見
な
す
。
45
王
暉
は
文
王
在
世
時
の
も
の
と
す
る
。



八
九

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

44
李
學
勤
は
「
我
」
は
周
を
指
す
と
す
る
。「

（
唐
）」
字
の
釋
は
44
李
學
勤

に
據
る
。
こ
の
字
は
「
爵
」
の
省
に
從
い
「
昜
」
聲
で
、「
觴
」
字
の
古
體
で
あ
り
、

晉
公
盆
（
集
成10342　

春
秋
）
に
お
い
て
晉
公
の
皇
祖
と
さ
れ
て
い
る
「
唐
公
」

の
「
唐
」
字
と
類
似
し
、
た
だ
「
邑
」
旁
を
缺
く
の
み
で
あ
る
と
す
る
。
晉
公
盆

の
「
唐
」
字
に
つ
い
て
は
左
圖
參
照
。（
圖
は
集
成10342

よ
り
。）

44
李
學
勤
は
更
に
天
馬
―
曲
村
遺
址
が
唐
叔
虞
始
封
の
地
で
あ

り
、
本
器
が
そ
の
位
置
を
示
す
重
要
證
據
で
あ
る
と
し
、
唐
國
は

文
王
の
時
に
は
周
の
盟
友
で
あ
っ
た
と
す
る
。
45
王
暉
・
46
陳
劍
・

48
孫
廣
明
も
こ
の
字
を
「
唐
」
と
す
る
が
、47
劉
桓
の
み
「
爵
人
」
と
し
て
「
雀
人
」

と
讀
み
、
武
丁
期
の
甲
骨
文
に
見
え
る
雀
國
の
後
で
は
な
い
か
と
疑
う
。
晉
公
盆

の
字
形
と
の
類
似
か
ら
、
本
稿
で
も
「
唐
」
字
と
解
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

「
弘
」
字
は
、
44
李
學
勤
は
「
大
」
の
意
と
す
る
。
そ
の
下
の
字
は
、
43
北
京

大
學
考
古
系
等
は
「
代
」
と
す
る
が
、「
伐
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
か
。
44
李
學
勤

は
「
戔
」
字
と
し
、「
戰
」
と
讀
む
。
48
孫
廣
明
は
こ
れ
を
補
足
し
、
二
戈
が
向

か
い
合
う
形
に
從
う
と
す
る
。
呉
鎭
烽
は
こ
の
字
を
「
롋
（
伐
）」
と
す
る
。
字

形
が
や
や
崩
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
字
は
二
戈
を
重
ね
合
わ
せ
た
形
に

近
く
、「
戔
（
戰
）」
と
釋
讀
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

最
後
の
二
字
は
、
43
北
京
大
學
考
古
系
等
は
「
祗
人
」
と
す
る
が
、
何
を
根
據

と
し
た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。
44
李
學
勤
は
「

（
賈
）
人
」
と
釋
讀
し
、
呉
鎭

烽
は
「
같
人
」
と
す
る
。
46
陳
劍
は
「
哀
」
字
と
し
て
甲
骨
文
の
「
쇥
侯
」
の
「
쇥
」

字
と
關
連
づ
け
、崇
侯
虎
の
崇
國
を
指
す
と
す
る
。
47
劉
桓
も
甲
骨
文
の
「
쇥
侯
」

と
同
じ
と
す
る
。
48
孫
廣
明
も
こ
の
字
を
「
哀
」
と
す
る
が
、
甲
骨
文
の
「
復
」

字
の
從
う
と
こ
ろ
で
、「
壺
」
の
象
形
で
あ
り
、假
借
し
て
「
胡
」
と
讀
む
と
す
る
。

こ
の
字
は
46
陳
劍
が
指
摘
す
る
よ
う
に
金
文
の
「
늊
」
字
の
旁
の
部
分
に
當
た
り
、

甲
骨
文
の
「
쇥
」
字
と
も
通
用
す
る
字
體
で
あ
る
。（
左
圖
參
照
。
と
も
に
金
文

編
五
三
六
頁
よ
り
。）
字
形
の
上
で
は
「
哀
」
と
し
、
甲
骨
文
の
「
쇥
」
の
省
體

と
す
る
の
が
最
も
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
字
を
ど
う
讀

む
か
は
確
定
し
が
た
く
、
本
稿
で
は
字
の
ま
ま
と
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

本
器
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
44
李
學
勤
は
侯
馬
盟
書
の
卜
筮
類
と
同
じ
性
質
と

し
、
文
王
と
唐
人
と
の
同
盟
を
結
ん
だ
際
に
こ
の
玉
環
を
神
に
捧
げ
、
唐
地
に
留

め
ら
れ
、
そ
の
後
西
周
初
年
に
唐
人
が
周
王
朝
へ
の
戰
功
を
示
す
た
め
に
銘
文
を

刻
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
唐
國
の
滅
亡
後
に
封
建
さ
れ
た
晉
公
室
の
所

有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、獻
侯
夫
人
の
殉
葬
に
用
い
ら
れ
た
と
す
る
。
本
銘
の「
玟

（
文
）
王
」
な
ど
の
よ
う
な
號
を
生
號
と
見
る
か
、
當
該
の
王
の
沒
後
に
作
ら
れ

た
も
の
で
諡
號
と
見
る
か
に
つ
い
て
は
論
爭
が
あ
る
が
、
現
在
は
諡
號
と
見
る
見

解
が
優
勢
の
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
も
本
銘
を
文
王
生
前
の
作
で
は
な
く
沒
後
の

作
と
見
て
お
く
が
、
あ
る
い
は
文
王
生
前
の
甲
骨
文
の
内
容
を
記
念
の
た
め
に
本

器
に
リ
ラ
イ
ト
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

訓
讀文

王
卜
し
て
曰
は
く
、「
我
、
唐
人
と
弘
い
に
哀
人
と
戰
は
ん
か
」
と
。



晉
侯
蘇
鐘

九
〇

現
代
語
譯

文
王
が
卜
し
て
言
う
に
は
、「
我
ら
は
唐
人
と
と
も
に
大
い
に
哀
人
と
戰
う
べ

き
だ
ろ
う
か
。」

（
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
客
員
硏
究
員
）


